
女
子
大
國
文
 
第
百
三
十
五
号
 
平
成
十
六
年
六
月
三
十
日

『
天
竺
往
生
験

記
』

に
関
す

る
二
、

三
の
覚
書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中
 
 
前
 
 
正
 
 
志

 
『
天
竺

往

生

験

記

』

は
、

天
竺

の
往
生

人
九

名

の
伝

か

ら
成

る
小

規

模

の
往

生

伝

で
あ

る
。

「
天
親

菩

薩

記

」

「羅

什

三
蔵

訳
」

で
、

最

澄

が

将

来

し
た

も

の
と

伝

え

る
が
、

早
く

『
浄

土

依
想

経

論
章

疏

目
録
』

(『
長

西
録
』

大

日
本
仏

教
全

書

)

が

「偽
妄

録

」

と

し

て
諸
書

列
挙

す

る

中

に
本

書

「天
竺

往

生

伝

」
を

載

せ

る

よ
う

に
、

「偽

書

た

る

こ
と

明

か
」

(『
仏
教
大

辞
彙

』
)

で
、
実

際

は

日
本

で
偽

作

さ

れ

た

も

の
と
考

え

ら

れ

る

(
「続

浄

土

宗

全

書
」

16
解

説

や

「
日
本

思

想

大

系
」

7
頭

注

)
。

た

だ

し
、

知

ら

れ

る
通

り
、

三
善

為

康

『
拾

遺

往

生

伝
』

(
日
本

思

想

大

系
、

真

福

寺

善

本

叢

刊
)

が

『
天
竺

往
生

験

記
』

を

参

照

し

て

お

り

(巻

上

1
)
、

同
書

は
平
安

後
期

に

は
存

在

し

て

い
た
。

そ

し

て
、

中

世

に

は
諸

書

に
引

用

さ

れ
、

近

世

に

は
注
釈

書

も

見

ら
れ

る
。

そ
れ

ら

に

お

い
て

は
概

ね

、
右

の
伝

え
を

そ

の
ま
ま

受

け

入

れ

て

い
る
よ

う

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
テ

ノ
タ
ニ

ノハ

 
 

ンハ

 

 

 
ノ

 
 

ン

 
 

ル

ニ
リ

で
、

同
書

が
高

く

尊

重

さ

れ
て

い
る
場

合
も

あ

る
。

あ

る

い
は

「於

三
二
国

間

一若

緬

素
、
若

貴

賎
、

奇
瑞

往

生

類
、

最

彩

焉
、

所

謂
印

度
有

二

 

 

 

 

 

 
 

ヘマ
マ
リニ 
リ

往

生

験

記

等

ハ
震

且

 

有

二宝
珠

往

生

伝

、

…

…
」

(『
緬

白
往

生

伝

』
序

、

近

世
往

生
伝

集
成

)

と
、

中

国

・
日
本

の
諸

往

生

伝

に
並

ぶ

も

の
と

し

て
そ

の
名

が

挙

げ

ら

れ

た
り
も

す

る
。

 

平

安

後

期

に

は
成

立

、

天
親

菩
薩

記

で
、

他

に
類

を

見
な

い
天
竺

の
往

生
伝

と

し

て
、

小
規
模

で
偽

書

な

が

ら

も

そ
れ

な

り

に
享

受

さ

れ

て

き

た

と

言

う

べ
き

、

こ

の

『
天
竺

往

生
験

記
』

に

は
、
高

橋

伸
幸

氏

に
よ

る
甚

だ

緻
密

で
重

要
な

研
究

成

果

、

15



 
 

「『
私
聚
百
因
縁
集
』

の
出
典

に
関
す

る
報
告
」

(『
中

世
文
学
』

26
、
昭

56
、
高
橋
論
文

A
)

 
 

「『
天
竺
往
生
験
記
』
追
考
」

(『
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』

2

〈通
巻

22
>
、
昭

58
、
高
橋
論
文

B
)

 
 
 
 

(
以
上

二
論
文
と

も
、
江
本
裕

・
徳

田
和
夫

・
高
橋
伸
幸
編

『
散
文
文
学

〈説
話
〉

の
世
界
』
講
座

日
本

の
伝

承
文
学

4

に
再
収
、

 
 
 
 

三
弥
井
書
店
、
平
8
)

が
備
わ

っ
て

い
る
。
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
未
解
決

の
課
題
が
多

く
残
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
小
稿

は
、
そ
れ

ら
課
題

の
解
決

に
向
け

て
、

右

の
高
橋
論
文
な
ど
に
導
か
れ
な
が
ら
、
偶

々
気
付

い
た
点
な
ど
を

二
、
三
メ
モ
し
て
お

こ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 

一 

『
科
註
天
竺
往
生
験
記
』

に

つ
い
て

 
右

の
高
橋
論
文

以
前

に
も
、
『
天
竺
往
生
験
記
』
に
検
討
を
加
え
た
も

の
が
存
す
る
。
近
世
期

の
注
釈
類

で
あ
る
。
浄
土
宗

の
学
僧
、
袋
中

上
人
良
定

に
よ
る

『
天
竺
往

生
験

記
端
書
』

一
巻
が
よ
く
知

ら
れ

て
い
ゑ

文
中
に

「従
二
延
暦

寧

至
二今
慶
長
+
七
年

葦

凡
経

二
八
百
八
年

一

 

 
 

ニ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ハ

也

」
。

「将

釈

二
此

文

ハ
大

分

為
レ
三
。

一
釈

二
題

名

ハ
ニ
釈

作
者

井

訳

者
、

三
分
レ
文

:

…
」

と
書

き
始

め
、

題
名

や

作

者

・
訳
者

に

つ
い
て
解

説

し

た
あ

と
、
所

収

の
九
伝

毎

に

順

次

注
釈

し

て

い
る
。

慶

長

十

七

年

(
一
六

一
二
)
書

写
奥
書

を

有

す

る
袋

中
筆

『
天
竺

往

生
験

記
』

写
本

と

合

綴

さ

れ
た

、

慶

長

十

八
年

(
一
六

=

二
)

の
識

語
を
持

つ
檀

王
法

林

寺

蔵
自

筆
本

(後
述

版

本

の
誤

り

を
訂

正

し
得

る
箇

所

が
諸

所

に
見

ら

れ

る
。

横

山

重

『
琉

球

神

道

記

 

弁

蓮

社
袋

中
集

』

〈角

川

書

店

、

昭

45
>

な

ど

に
簡

略

に

言

及
さ

れ

て

い
る

が
、

後

日

の
全

文

翻

刻

紹
介

を

期

し

た

い
)

が

あ

る

ほ
か
、

袋

中

七

十
七

歳

時
点

の
寛

永

六
年

(
一
六

二
九
)

版

以

下
、
『
天

竺
往

生

験

記
』
・
聖

問

『
隼

疑

問
決
集

』

と

三
書

合

本

の
形

で
繰

り

返

し
版

行

さ

れ

て
お

り
、

そ

の
版
本

に
基

づ

く
翻

刻

が

、
『
天
竺

往

生
験

記
』

と
併

せ

て

「続

浄

土
宗

全

書

」

第

十

六
巻

に

収
載

さ

れ

て

い
る

(『
天

竺

往
生

験

記

端
書

』

引

用

は
、

基

本
的

に
自

筆

本

に
拠

る
)
。

 

『
天

竺

往

生

験

記

』

の
注

釈

に

は
A
二

つ
、

右

の

『
天
竺

往

生

験

記

端

書

』

と
違

っ
て
、

あ

ま

り
知

ら

れ

る

こ
と

な

く
、

ほ
と

ん

ど

検
討

さ

ls



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ 
ね

れ
た

こ
と
も
な

い
か
と
見
ら
れ

る

(先
掲
高
橋
諸
論
に
も
言
及
さ

れ
て
い
な

い
)
、
専
称

『
科
註
天
竺
往
生
験
記
』
が
あ
る
。
『
国
書
総
目
録
』

や

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
よ

る
に
、
大
谷
大
学
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
る
版
本

し
か
伝
本
が
確
認
さ
れ
て

い
な

い
よ
う

で
あ
る
。

 
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
版
本

『
科

註
天
竺
往
生
験

記
』

(宗
大

一
七
三
〇
)
は
、

二
巻

二
冊
、
袋
綴

(朝
鮮
装
)
。
縦

二
七

・
七

×
横

一
九

・

四
糎

の
黄
土
色
無
地
表
紙

に
外
題

「諦
天
竺
往
生
験
記
上
(下
)」
(上
冊
は
双
郭
嬰

に
印
刷

下
冊

は
打
付
朱
書
)
、
内
題

「科
註

天
竺
往
生
験

記
巻
上

(巻

下
)
」
。
楮
紙
。
各
冊
末
に
、
陽
刻
円
形
黒
印

「濃
州
/
上
野
/
御
山
行
基
寺
」
、
墨
書

「真
蓮
社
性

(誉
)
円
山
」

(括
弧
内

一
字

は
下
冊

の
み
有

り
)
。
共

に
前
後
遊
紙
な
く
、
上
冊

三
十
三
丁
、
下
冊
三
十
丁
。
上
冊
に
は
、
序

と
、

「第

=

～

「第
六
」
ま

で
の
六
伝

の
本

文

・
科
註
を
収

め
、
下
冊
に
は
、

「第
七
」
～

「第

九
」
ま

で
の
三
伝

の
本
文

・
科
註
に
、
先

の

『
天
竺
往
生
験
記
端
書
』
を
併

せ
収
載
す

る
。

『
天
竺
往
生
験
記
端
書
』
を
載

せ
た
あ
と
、
改
頁

し
て
下
冊
末

(
30
ウ
)
に
、

 
 
此
本
末
書
者

、
文
字
文
点

不

一
準
故
、
集
多
本
正
/
義
理
校
合
之
、
井
加
添
註
科
。
然

不
緯
華
筆
、

願
応
/
奥
旨
而
已
。
/

 
 
干
時
/
貞
享
弐
乙
丑
歳
五
呈

旬
/
東
叡
山
池
毒

/
大
多
和
善
兵
衛
衝

と

い
う
刊
記
を
置

く
。
『
天
竺
往

生
験
記
端
書
』
成
立

の
約
七
十
年
後
、
同
書
が

『
天
竺
往
生
験
記
』

ら
と
初

め
て
刊
行
さ

れ

て
か
ら
約
六
十

年
後
、
貞
享

二
年

(
一
六
八
五
)

の
刊
行
と
知
れ

る
。

 
『
科

註
天
竺
往

生
験

記
』

の
序

の
全
文

は
、

 

 

レ

レ
ハ

 

ノ

 

ハ

ノ

 
 
ヲ
 

ヒ

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ク

リ

 
 

ヲ

 

リ
 

 
 
 

 

ロ
 

 

 

ヲ

 

ト

 
 
 

 

ヲ

ク

 

 
 
ヲ

 

タ

 

 

夫

以

前

躍

嘉

燭

励

一一後

昆

一
基

。

依

レ
苑

、

婆

藪

般

豆

菩

薩

広

造

二
諸

論

ハ

昇

二
兜

率

願礼

二
観

弥

勒

菩

薩

ハ

殆

著

二
浄

土

論

一普

勧

二
往

生

h

復

條

ニ

 

 

ン
テ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ノ
 
 
ヲ
 
 
 
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト
 
 
 
 
 
 
 
コ
ト
 
 
 
 
ク
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
ナ
ル
 
 
 
 
ニ
 
テ
 
コ
ト
 
ヲ
 
 
 ク
 
 
 
 
 
コ
ト

 

 

録

西

方

往

生

行

者

祥

瑞

「

号

二
天

竺

往

生

験

記

司

挙

レ
世

貴

レ
之

、

如

二
仏

経

「

是

深

信

令

レ
被

二
末

代

哺

謂

哉

、

誠

以

増

レ
信

、

無

二
千

金

飽

一

 

 

キ
ヲ
 
 
 
 
 
コ
ト
 
テ
 
ヌ
 
 
 
 
ム
ル
コ
ト
 
 
 
 
レ
 
モ
 
ラ
ノ
ヤ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ノテ
 
 
 
 セ
ノ
コ
ト
 
 
 
ヲ
 
 
 
ン
 
 
タ
ル
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 テ
 
 
 
 ノ
 
ヲ
 
 
 
 
ヒ

 

 

無

二
万

財

厭

叩

以

知

、

皆

勧

レ
 

志

、

其

最

深

 

 
。

男

余

戴

盆

 

測

二
量

 

 
記

文

「

如

レ
向

二

山

海

↓

錐

レ
然

、

以

二
斗

笛

器

、

粗

窺

二
著

述

 

 

 

 

 

 

ノ 
ヲ
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 コ
ト
 
ナ
リ

 

 

素

意

「

分

二
科

之

一令

レ
註

レ
之

、

云

爾

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノ
 
 
 
 ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ク
 
 
 
 
 
 
 ヲ

で

あ

り

、

「
條

二
録

西

方

往

生

行

者

祥

瑞

一」

し

た

『
天

竺

往

生

験

記

』

を

、

「
普

勧

二
往

生

こ

め

る

『
浄

土

論

』

と

一
対

を

成

す

、

「
婆

藪

般

豆

菩

17

 

『
天
竺
往
生
験
記
』

に
関
す
る
二
、
三

の
覚
書



薩

」

す

な

わ
ち

天
親

菩

薩

の
論
著

と

し
、

「如

二
仏
経

二

く

「挙
レ
世

貴
レ
之
」

ん
だ

と

記
す

あ

た

り

(傍

線

部

)
、

誇

張

も
あ

る
か

も

し

れ
な

い

が
、

『
天

竺

往
生

験

記
』

に

対
す

る
作
者

の
高

い
評

価

な

ど
窺

わ

れ

て
、

興
味

深

い
。

ま

た
、
『
科

註

天
竺

往
生

験

記

』

の
尾
題

の
あ

と

(下

19

ウ
)

に

は
、

 

 

武

州

江
府

城

都

於

下

谷
蘭
若

専

称

謹
書

と

記
さ

れ

る
。

 

作

者

の
専

称

に

つ
い
て

は
未

詳

だ
が

、
右

記
事

に
よ

れ
ば

、
先

引

刊

記
中

の
刊

行

地

「東
叡

山

池

之
洋

」

と

も
近

接

す

る

下
谷

の
寺

院

に

い

た
僧

で

あ

る
ら

し

い
。

作

者

の
居
住

地

あ

る

い
は
刊
行

年

に
近

い
、

明

暦

の
大

火

の
こ
と
が

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヲ
ヨ
ヒ

 

 

因

二
於

二
武

州

江
府

城

下

く
源

征
夷

大
将

軍
家

綱

公
ノ
御

代
、
明
暦

三

丁
酉

年
正

月
十
八
九

日
、
火

災
藍

二御

城

ハ
余
煙

浴
レ
天
二
。

城

下

ノ
諸

大
小

 

 

臣

民

屋

、

悉

ク
逢

の
災

二
。

死

人
無

レ
数

可
訓
何

万

「
毎

に
町

死
骸

如

砂
山

ノ
充

満

ス
。

払
捨

ス
ル
ニ
諸

人

無
レ
由

、

依
レ
焉

二
治

世

君

臣

垂

二
哀

慰

↓
済

 

 

レ
是

。
焚

溺

ノ
死
骸

、
城

東

深

河

二
土
葬

ス
。

数

万

人
ノ
導

師

ハ
、
増

上
寺

遵
誉

上

人
評

二
宣

ス
之
弓
。

…

…
 

 

 

 

 

 

 

(上

27
ウ

～

28
オ

)

と

、
本

文

中

に
叙

述

さ

れ

て

も

い
る
。

 

ま

た

、

「例

ハ
如

三
兀
祖

源

空

上

人
台

嶺

二
趣

ク
時

母
儀

二
離

別
ヲ
請
↓
 

」

(
下

1ー
ウ
)

や

「本

朝

ノ
元
祖

上

人

専
修

念

仏

ノ
人
也

」

(下

15
オ
)

と

い

っ
た

記
事

が

見

ら

れ
、

あ

る

い
は
、

 

 

又
浄

土
布

薩

式

二
云
、
導

禅
師

ノ
之
六

時

礼
讃

及

ヒ
法

事
讃

等

行

励
之
ヲ
外

二
、
行

三

一十

五
三
昧

等

↓
。
是

レ
非

二
浄
土

宗

ノ
之

行
法

く
、
即

天

台
宗

 

 

ノ
行

法

也
。

強

二
不
レ
専
レ
之
ヲ
也

。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

(下

6
オ

)

と

も

記

さ

れ

る
。

こ
れ

ら

か

ら
見

る

に
、

作

者

は
浄

土

宗

の
僧

で
あ

る
ら

し

い
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ン 
ヲ
 
 ト
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ト
 
ナ
リ

 

書

名

中

の

「科

註

」

の
通

り
、

ま

た
、

先

引
序

の
末

尾

に

「粗
窺

二
著

述

素
意

「
分
二
科

之

一令
レ
註
レ
之
、

云

爾

」

と

記

さ

れ

る

通

り
、

科

註

本

の
通

常

の
あ

り
方

だ

が
、

本

文

全

て
を

掲
げ

つ

つ
割

注
形

式

に
よ

る
注

釈
を
適

宜

加

え

る
と

と
も

に
、

そ

の
上
欄

に
全
体

の
構

成

を

示

す
科
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が

記

さ

れ

て

い
る
。

注

釈

は
、

種

々

の
書

を

引

用

し

つ

つ
、

ま

た
、

時

折

「私

云

…
:

」

「愚

謂

…
…
」

「
予
謂

…

…
」

「愚

按

…

:
」

な

ど

と

し

て
私

見

を
加

え

な

が

ら
、
施

さ

れ

る
。

引

用

書

は
、

「大

経

」

「小

経

」

「観
経

」

「往

生

礼
讃

」

「龍

箭

浄

土

文

」

「往

生

要

集

」

「安

楽

集

」

「西
方

要
決

」

「往

生
拾

因
」

「
選
択

」

「大

経

要
註

記

」

「三
部
補

注
」

と

い

っ
た

浄
土

系

経
典

類

を
初

め
、

「法
華

経

」

「法

華

文

句
」

「止
観

」

「華

厳

経

」

「
浬
繋

経

」

「増

一
阿
含

経

」

「智
度

論
」

「賢

愚

経

」

「百

縁

経

」

「大

清

経

」

「占
察

経

」

「黄

帝

内

経

」

「十

王
経

」

な

ど

の
諸

経

典

類

、

「高

僧

伝

」

「西

域

記
」
「
仏
祖

統

記

」

「法
苑

殊

林

」

「諸
経

要
集

」

「三
宝
感

応

録

」

「元
亨

釈
書

」
な

ど

の
仏
教

史

書

や

類
書

、

「説

文
」

「爾

雅

」

「釈

名

」

「韻

会

」

「広

韻

」

「漢

書

」

「文

選
」

「遊

仙

窟

」

「初

学

記

」

「白

虎

通
」

「和

名

」
な

ど

の
外

典

に

ま

で
及

ぶ
。

無

論
、

先

行

す

る

注
釈

書

で
あ

り
、

先
述

通

り

下
冊
末

に
付
載

・刊

行
さ

れ

て

い
る

『
天
竺

往
生

験

記
端
書
』

が

引
用

さ

れ

る

こ
と
も
多

く
、

「如

二
端

書

こ

と

い
う

記
事

が

少

な

か

ら
ず
見

ら

れ

る

ほ
か
、

「端

書

二
六
時

ノ
礼
時

二
出

二
二
義
ヲ
。

更
考

ヨ
」

(上

10
ウ

)

と

い

っ
た

記
事

も

見

ら

れ

る
。

 

注

釈

は
概

ね
、

『
天

竺

往
生
験

記

端

書
』

よ
り

も

か
な

り
詳

細
。

ま

た
、

『
天
竺

往

生
験

記

端
書

』

に
は

見

ら

れ

な

い
、

『
天
竺

往
生

験

記
』

の
伝

本

・
本

文

に

つ
い

て

の
言

及
を

、

所

々
に
含

ん

で

い
る
点

、

意

義

深

い

(詳

細

は
後

述
)
。

『
科

註

天

竺
往

生

験

記
』

は
、

『
天
竺

往

生

験

記
』

の
享

受

・
注

釈

の

一
事
例

と

し

て
、

同
書

を

理
解

す

る
う

え

で

の
参

照

文
献

の

一
つ
と

し

て
、

『
天
竺

往

生

験

記

端

書

』

と

共

に

注
意

さ

れ

る

べ
き

も

の
と

思

わ

れ

る
。

以

下

の
検

討

に

お

い
て
も

、
適

宜

参

照

す

る

こ
と

に
な

ろ
う
。

二
 
『
天
竺
往
生
験
記
』
の
伝
本
と
本
文

 
『
天
竺
往

生
験

記
』

の
伝
本
と

し
て
は
、
先

に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
袋
中

『
天
竺
往
生
験
記
端
書
』
・
聖
間

『
隼
疑
問
決
集
』

を
付
載

し
た
形

の
版

本
が
存
し
、

「続
浄

土
宗
全
書
」
第
十
六
巻

に
翻
刻
さ
れ
て
も

い
る
。
寛
永
六
年

(
一
六

二
九
)
版
を
初
め
、

正
保

二
年

(
一
六

四
五
)

版

・
承
応

三
年

(
一
六

五
四
)
版

・
元
禄
七
年

(
一
六
九

四
)
版
が
知
ら
れ
る
。
寛
永
六
年
版

の
み
版
が
異
な
り
、

同
版

で
あ
る
正
保

二
年
版

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
り

以
下

の
三
本
と
本
文

の
細
部
が
若
干
相
違

し
て

い
る

(
「続
浄
土
宗
全
書
」
も
高
橋
論
文
も
正
保

二
年
版
以
下

の
も

の
に
拠

っ
て

い
る
。
小
稿

『
天
竺
往
生
験
記
』

に
関
す
る
二
、
三
の
覚
書
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で
は
、
版
本

は
基
本
的

に
寛
永
六
年
版

に
拠
る
)
。
刊
記
は
そ
れ
ぞ
れ
、

寛
永
六
年
版

「爾
時
寛
永
六

配
歳
仲
秋
開
板
之
」
、
正
保

二
年
版

「時

正
保

二

配
歳
仲
秋
吉
辰
」
、
承
応
三
年
版

「承
応
三

押
年
正
月
吉

日
/
士
・
田
庄
左
衛
門
刊
行
之
」
、
元
禄
七
年
版

「
元
禄
七
甲
戌
年
六
月
吉
日
/

書
犀

藤

田
八
兵
衛
壽
梓
」
。

写
本

は
、
先

に
触
れ
た
、
版
本

以
前

の
慶
長
十
七
年
袋
中
筆
写
本
を
ま
ず
挙
げ
得
る
が
、
細
部

に
相
違
が
見
ら
れ

る
も

の
の
版
本
と
大
差
な

い
。
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
写
本

(未
見
)

も
、
高
橋
論
文
B
に
よ
れ
ば
、
書
写

の
時
期

は
不
明
な
が
ら

「現
版
本
と

同

一
系
統
」

の
も

の
で
あ

る
ら

し
い
。

ま
た
、
『
国
書
総
目
録
』
に
も
登
載
さ
れ

て
い
な

い
が
、
大
谷
大
学
図
書
館

に
も
写
本

(鯨
大

七
二
六

〇
)
が
所
蔵
さ
れ
る
。
『
九
品
往
生
阿
弥
陀
三
摩
地
集
陀
羅
尼
経
』
『
仏
説
阿
弥
陀

三
昧
海
経
』
と
共

に
合
写
さ
れ

て
お
り
、
『
天
竺
往
生
験
記
』

の
あ
と

に

「元
禄

三
庚
午
年
 
恵
空
里
」
。
や
は
り
、
版
本
と
同
様

の
本
文
に
な

っ
て
い
る
。

 
と

こ
ろ
が
、
『
私
聚
百
因
縁
集
』
巻

一

『
普
通
唱
導
集
』
巻
下
末

『
大
経
直
談
要
註
記
』
巻

二
十

『
壌
嚢
紗
』
巻
九
な
ど
、
鎌
倉

・
室
町
時
代

の
文
献

に
引
用

・
享
受
さ
れ
た

『
天
竺
往
生
験
記
』

は
、
右

の
如
き
版
本
系

の
諸
本
と

は
か
な
り
異
な

る
本
文
を
有
す

る
。

そ

の
点
、
先
掲
高

橋
両
論
文

に
示
さ

れ
て

い
る
。

そ
し
て
、
高
橋
論
文
B
は
、
早
稲

田
大
学
図
書
館
所
蔵

の
写
本

(
ハ
4
1

二
七
六

二
)
を
紹
介

・
検
討

し
、
明

治
期

の
写
本
な
が
ら
そ

の
本
文
が
、
版
本
系

の
も

の
と
異
な

っ
て
い
て
、
右

の
諸
文
献

に
引
用

・
享
受
さ
れ
た
本
文
に
近

い
も

の
に
な

っ
て
い

る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
鎌
倉

か
ら
室
町
に
か
け
て
行
わ
れ
て

い
た
、
よ
り
本
来

の
姿
に
近

い
と
見
ら
れ
る
本
文
を
持

つ
伝
本
が
、
見
出
さ

れ
た

こ
と
、
『
天
竺
往
生
験

記
』

の
検
討
に
と

っ
て
極
め

て
意
義
深

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ 
り

 

た
だ
、
高
橋
論
文
に
は
重
要
な
箇
所
な
ど

の
紹
介

が
漏
れ

て
い
る
面
も
あ
る
よ
う
な

の
で
、
同
論
文
と
重
複
す

る
部
分
も
多

々
あ
る
が
、
次

に
、
改

め
て
早
大
本

の
概
要
を
記
述

し
て
お
く
。

 
袋
綴
写
本

一
冊
。

縦
二
三

・
八

×
横

一
六

・
二
糎
。
榿
色
表
紙

に
外
題

「天
竺
往
生
験
記
」

(書
題
簸

)。
白
紙

の
前
遊
紙

一
丁
の
ほ
か
は
、

版
心
下
部

に

「國
書

刊
行
會
」
と
印
刷
さ
れ
た
原
稿
用
紙

(
一
枚

二
三
字

×
二
〇
行
)

六
枚
よ
り
成

る
。
前
遊
紙
表

に
朱
印

「明
治
四
十

一
年

一
月
十

二
日
購
入
」
。
第

一
丁
表

(扉
)

の
第
八
～
十
行
に
、
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天

竺

往

生

験

記

{

女

・
 

.
 

・

一=口

 

曜

、

 

エ
ア
ー
㍗
 
 
 
 雪
口
 
 
 
 
 
重

天
治
二
年

沙
門
智
印
筆
記

と
書

く

(第

一
丁
裏

以
下
と
は
別
筆
)。

列
挙
さ
れ
た
書
名

の
う
ち

「天
竺
往
生
験

記
」
以
外
は
、
縦
線

に
よ

っ
て
抹
消
さ
れ

て
い
る
。
第

一

丁
裏

に
、
「
天
竺
往
生
験
記

繹

氏
求
法
沙
門
智
印
之
本
」
(第
六
行
)

「天
親
菩
薩
記

 
阿
弥
随
佛
百
返
受
」
(第
八
行
)
。
第

二
丁
表

の
第
五
行

か
ら
本

文
、

そ

の
前

、
第

一
行

に
内

題

「
天
竺
往
生
験
記
」
、
内
題
下
に
小
字

で

「
天
親
菩
薩

記
」
、
第
三
行
下
に

「羅
什
三
蔵
撰
」
。

一
方

、

本
文

の
後

に
は
、
本
書

の
伝
来

に

つ
い
て
の
記
述
な
ど
が
、

 

*
日
本
新

入
唐

沙
門
傳
教
以
延
暦
年
中
従
大
宗
 

欣
持
来
也
。

門

 
 
徒
可
披
見
之
。

 
 
 
 
 
南
元
阿
弥
施
佛
鵜

欝

住
断
穀
人
也
肇

と
見
え
る

(版

本
に
は

「延
暦

廿
四

配
入
唐
帰
朝
沙
門
最

澄
」

の
み
)
。
そ

の
う
ち
第

一
行

目

*
は
第

五
丁
裏
第

十
行
に
書

か
れ
＼

続
く

二
行

目
以
下
は
、
第

六
丁
表
冒
頭
部

に
貼
付
さ

れ
た
紙
片

(
「國
書

刊
行
會
」
用
箋
を
切
断
し
た

も

の
)

に
書
か
れ
て

い
る
。

そ
し
て
、
第

六
丁
表

の
第

一
行

に
は
、
第

一
マ
ス
に

「そ
」
と
だ
け
書
か
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
二
本

の
斜
線

で
抹
消
さ
れ

て
い
る
。
右
引
第

二
行
目
第

一
宇

の

「徒
」

を
書

こ
う
と

し
て
途
中

で
止
め
、
そ
れ

以
下
は
第

六
丁
表
に
紙
片
を
貼
付
し
書
写
し
た
、
と

い
う

こ
と
な

の
で
あ

ろ
う
。
結
果
、
第

六
丁

一
紙

は
後

遊
紙

の
如

く
に
な

っ
て
い
る
。
な

お
、
第
六

丁
裏

に
も
紙
片

(方
眼
紙
)
が
貼
付
さ
れ
、

「5
年

10
月
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
布
製

鉄

に

収
め
ら
撰

緩

に

「天
竺
往
生
験
記
曙

蟹

云」
と
書
い
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
ゑ

 
右

の
中

で
最
も
注
目
さ
れ
る

の
は
、
第

一
丁
表

に

「天
治

二
年
/
沙
門
智
印
筆

記
」
、
第

一
丁
裏

に

「
繹
氏
求
法
沙
門
智
印
之
本
」
と
見
え

る

こ
と

で
あ

る
。

ど
う

い
う
わ
け
か
、
高
橋
論
文
に
は
、
前
者
を
含
む
第

一
丁
表

の
記
事
全
体

に

つ
い
て
の
言
及
が
見
え
な

い
。

し
か
し
、

同

 
 
『
天
竺
往
生
験
記
』
に
関
す
る
二
、
三
の
覚
書
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記
事

は
、
重
要
な
意
味
を
持
ち
得

る
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、

早
大
本

は
、
智
印

に
よ

っ
て
天
治
二
年

(
=

二
五
)

に
書

写
さ

れ
た
本

に
連
な

る
も

の
で
あ

り
、
無
論
、

明
治
期
ま

で
の
間

に
転
写
を
重
ね
て
い
て
誤
写
な
ど

に
よ
る
変
改
を
種

々
受
け

て
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
基
本
的

に
は
天
治

二
年

の
写
本

の
本
文
を
受
け
継
ぎ
、
概
ね

そ
の
姿
を
止
め
て
い
る
も

の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
先

述

通
り
、
高
橋
論
文
に

て
注
目
さ
れ
重
視
さ
れ
た
早
大
本

の
重
要
性

が
、

一
層
強
く
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

引
用
な
ど
さ

れ
た
例

は
種

々

あ

る
も

の
の
、
書
写
さ
れ
た
と

い
う
記
録
も
写
本

も
中
世
以
前

に
は
見
出
し
難

い
状
況

の
な
か
、
院
政
期
に
ま

で
遡
る
天
治

二
年

の
書
写
記
録

と
、

そ

の
書
写
本
文

の
伝
存
と

い
う

の
は
、
『
天
竺
往
生
験
記
』
を
検
討
す
る
う
え

で
圧
倒
的

な
重
み
を
持

つ
こ
と
、

言
う

ま
で
も
な

い
。

そ

の
系
統

の
本
文
が

天
治

二
年

の
時
点

で
行
わ
れ

て
い
た

の
な
ら
ば
、
早
大
本
は
、
鎌
倉
室

町
の
享
受
資
料
と

一
致
し

て
お
か
し
く
な

い
、

そ
う

い
う
年

代
上

の
裏
付
け
を
得
る

こ
と
に
も
な

る
。

ま
た
、
先
述

し
た

『
拾
遺
往
生
伝
』

に
お
け

る

『
天
竺
往
生
験
記
』

の
参
照
は
、
同
書

の
享

受
例
と

し
て
や
や
突
出

し
て
古

い
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
早
大
本
は
、
そ
れ

に
近

い
時
点

で

の
書
写

・
享
受

の
あ

っ
た

こ
と
を
示
す

こ
と
に
な

り
、
そ

の
点

で
も
意
義
深

い
。
さ
ら
に
は
、
『
拾
遺
往
生
伝
』

の
参
照
例
と
合
わ

せ
、
『
天
竺
往
生
験
記
』
が
当
時

に
お

い
て
か
な
り
普
及
し
て

い
た
状
況
を
窺
わ
せ
さ
え
す

る
だ
ろ
う
。

 

高
橋

論
文
は
、
第

一
丁
裏

に
見
え
る

「智
印
」

に
、
第
六
丁
表
貼
付
紙
片
所
載

の
右
引
記
事

に
見
え
る

「龍
花
寺

」
を
合
わ

せ
て
、

「
と
も

に
不
明

で
あ

る
が
、
百
萬
遍
念
佛

の
信
侶

・寺
院

で
で
も
あ
ら
う
か
。
識
者

の
御
教
示
を
乞

ふ
」
と
述

べ
て
い
る
。
智
印
と

い
う
人
物

は
、
『
権

記
』
寛

弘
八
年

(
一
〇

=

)

六
月

二
十
五
日
条

な
ど
に
そ
の
名
が
見
え
る
が
、

「
天
治

二
年
」

「筆
記
」

(第

一
丁
表
)
と

い
う

の
と
は
年
代

が
合
わ
な

い
。
高
橋
論
文
が
記
す
通
り

「
不
明
」

と
し
か
言
え
な

い
が
、
た
だ
、
先
に
挙
げ
た
早
大
本
第

一
丁
表

の
記
事
が
、
縦
線
を
引

い
て

抹
消
さ

れ

て
は
い
る
も

の
の
、

「
天
竺
往
生

験
記
」

と
共

に
列
挙
さ

れ
た
二
書

「僧
妙
達
蘇
生
注
記
」

「三
州
俗
聖
超
請
十

二
箇
條
」
も
、

「天

竺

往
生
験
記
」
と
同
様
、

「
天
治

二
年
」

に

「沙
門
智
印
」
が

「筆

記
」

し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
示
し

て
い
る
よ
う

で
あ

る
点
、
注
意

さ
れ

る
。
実

際
、
そ
れ
ら

二
書

は

い
ず
れ
も
、

「続

々
群
書
類
従
」
第

十
六
巻

(明

42
)

に
翻
刻

が
収
載
さ
れ

て
い
て
、

そ

の
う
ち

『
三
州
俗
聖
超
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請
十

二
箇
條
』

の
方

の
末
尾
部

に

「
天
治
弐
年
十

一
月

二
日
書

了
僧
智
印
之
」

(
コ
ニ
州
俗
聖
起
請
文
」

の
後
、

「有
二
願
文

一
云
佐
」

の
前
)

「
天

治
弐
年

十

一
月
七
日
書

之
/
釈

氏
求
法
沙

門
智
印
之
者
也
」

(
「有

二
願
文

一
云
佐
」

の
後
、
最
末
尾
)
と
、
早
大
本
第

一
丁
表
に
記
す
通
り
に
見

え
る
。

こ
の
天
治

二
年
智
印
書

写
本

の

『
三
州
俗
聖
超
請
十

二
箇
條
』
が
、

「天
竺
往
生
験

記
」
と
共

に
第

一
丁
表
に
掲
げ

ら
れ
た

「
三
州

俗

聖
超

請
十

二
箇
條
」

で
あ
る
に
違

い
あ
る
ま

い
。
ま
た
、

「続

々
群
書

類
従
」
第
十
六
巻

収
載

の

『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』
も
、
末

尾
に

「天
治

弐

年
十
月
晦

日
書

了

一
交
之
」

と
記
さ

れ
る
。
早
大
本
第

一
丁
表

の
記
事

「天
治

二
年
/
沙

門
智
印
筆

記
」
と
、

「智
印
」

は
見
え
な

い
が
、

「
天
治
弐

(
二
)
年
」

の
方
は
合
致
す

る
。

こ
の
続

々
群
書
類
従
本

『
僧
妙
達
蘇

生
注
記
』

に

つ
い
て
も
、

早
大
本

の
記
事
を
当

て
は
め
て
、

「
天
治

二
年
」
に

「
沙
門
智
印

」
が

「筆

記
」
し
た
も

の
と
認
め
て
も

い
い
だ

ろ
う

か
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
『
天
竺
往
生

験
記
』
を
書

写

し
た
智

印
は
、
同
時

に

『
三
州

俗
聖
超

請
十

二
箇
條
』
さ
ら
に

『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』
を
も
書
写
し
て
い
た
人
物
と

い
う

こ
と
に
な

る
。

 
右

の

『
三
州
俗
聖
超
請
+
二
箇
條
』

と

『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』
を
、

「続

々
群
書
類
従
」
第
十
六
巻
は
、
連
続
し
て
掲
載

し
、
そ

の

「例
言
」

に
各

々
に

つ
い
て

「
黒
川
氏
蔵

天
治

二
年
影
写
本
を
採
収
す
」

「天
治

二
年

の
写
本

…
…
黒
川
氏
蔵
影
写
本
を
採
収
す
」
と
記
す
。

い
ず

れ
も
、

散
逸

し

て
い
て
今

は
所
在
が
知
ら
れ
な

い
よ
う
だ
が
、
黒
川
本

に
拠

っ
て
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。
共
に
天
治

二
年
写

で
、
共
に
智
印

に
よ

る

書

写

で
あ

っ
た

か
と
見
ら
れ
る
、

両
書

の
写
本
が
、
共
に
黒
川
蔵
本
中

に
あ

っ
て
、
そ
れ
ら
を
、

「続

々
群
書
類
従
」
第
十

六
巻

が
連

続
し

て

翻
刻
掲
載
し

て
い
る
、
と

い
う

こ
と

に
な
る
。
両
写
本

は
、

一
連

の
も

の
と
し
て
存
在

し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
で

、
そ

の

こ
と
と
、
早
大
本
第

一
丁
表
に
、
抹

消
さ

れ

て
は

い
る
も

の
の

「僧
妙
達
蘇
生
注
記
」

と

「三
州
俗
聖
超
請
十

二
箇
條
」
が
並

ん
で
、

「天
竺

往
生
験
記
」
と
共

に
列
挙
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
は
、
無
関
係

で
は
な

い
よ
う

に
思
わ
れ

る
。
推
測
す
る
に
、

「続

々
群
書
類

従
」
第

十
六
巻

が

翻
刻

に
際

し
て
依

拠

し
た

の
も
、

早
大
本
が
書
写

し
よ
う
と
し
て

い
た

の
も
、
同

一
の
黒
川
本

の
天
治

二
年
写
本
だ

っ
た

の
で
は
な

い
か
。
さ

ら

に
、
早
大
本
が
実

際

に
書
写

し
た

『
天
竺
往
生
験
記
』
も
ま
た
、
同
じ
く
天
治

二
年
智
印
書
写
本

で
あ

っ
て
、
『
三
州
俗
聖
超
請
十

二
箇
條
』

『
僧
妙
達
蘇

生
注
記
』
の
そ
れ

ら
黒
川
本

と

一
連

の
も

の
と
し
て
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
。

例
え
ば
、
『
天
竺
往
生
験
記
』
『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』

『
天
竺
往
生
験
記
』

に
関
す
る
二
、
三
の
覚
書
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『
三
州
俗
聖
超
請

十
二
箇
條
』

の
三
書

を
合
写
し
た
天
治
二
年
智
印

写
本

(あ

る
い
は
そ
の
転

写
本
)

一
冊
が
、
黒
川
蔵
本

の
中
に
あ

っ
た

の

で
は
な

い
か
。

早
大
本
も

「続

々
群
書
類
従
」
も
共
に
、
そ
れ

に
依
拠

し
た

の
で
あ
り
、
早
大
本
第

一
丁
表
が
三
書
名
を
列
記

し
そ

の
下
方

に

「天
治

二
年
/
沙

門
智
印
筆
記
」
と
記
す

の
は
、
そ
の
合
写
本

の
表
紙
も
し
く
は
扉

に
記
さ
れ
て
い
た
も

の
を
そ
の
ま
ま
書
写

し
た

(
そ
し
て
、

転

写
し
な
か

っ
た

「僧
妙
達
蘇
生
注
記
」
と

「三
州
俗
聖

超
請
十

二
箇
條
」
は
縦
線

を
引

い
て
抹
消
し
た
)
も

の
な

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

 
右

の
よ
う

に
推
測
す

る
時
注

目
さ
れ

る

の
は
、
先
引
通
り
、
早
大
本

の
最
末
尾
、
第

六
丁
表

に
貼
付
さ

れ
た
紙
片

に
、

「南

元
阿
弥
施
佛
」

と
書

い
た
下

に

「龍
花
寺
常

住
断
穀

人
也
跡
事
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と

で
あ
る

(
「龍
花
寺
」

に

つ
い
て
高
橋

論
文
B
が

「不
明
」

と
す

る

こ
と
、

先
述
通

り
)
。

そ
れ
は
実
は
、

「続

々
群
書
類
従
」
収
載

『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』

の
冒
頭
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍
花
寺
常
住
断
穀
人
也
粥
事
多
歎

 
 

僧
妙
達
蘇
生
注
記

云
、
本
ロ
八
行
者
、破
也
、
越
後
国
人
也
、

と
、
傍

注
と
し
て
見
え

る
記
事

で
あ

る
。
本
来

『
天
竺
往
生
験
記
』
と
は
無
関
係

の
そ
ん
な
記
事
が
末
尾
に
紛
れ
込
ん
で
い
る

こ
と
は
、
早
大

本
が
三
書

の
合

写
本

に
拠

っ
た

の
で
は
な

い
か
と

い
う
、
少

々
飛
躍

し
て
い
る
か
に
見
え
る
右

の
推
測

の
、
し
か
し
決

し
て
不
当

で
な

い
こ
と

を
示
唆

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

第

一
丁
表

に
お

い
て

「天
竺
往
生
験
記
」
に
次

い
で
掲
げ
ら
れ
て
い
た

の
は

「僧
妙
達
蘇
生
注
記
」

で
あ

っ
て
、

両
者
が

そ
の
順
序

で
連
続

し
て
合
写
さ

れ

て
い
た
た
め

に
、
『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』

の
冒
頭

の
傍
注
が
、
『
天
竺
往
生
験

記
』

の
末
尾
に
竃

入
し

た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
か
ら

で
あ

る
。
な

お
、
先
引
通
り
、
『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』

の
末

尾
に

「天
治
弐
年
十
月
晦
日
書

了

一
交

之
」
、
『
三
州

俗
聖
超

請
十

二
箇
條
』

の
末

尾
部
に

「
天
治
弐
年
十

一
月

二
日
書

了
」

「天
治
弐
年
十

一
月
七
日
書
之
」
と
あ

っ
た
、
そ

の
日
付

か
ら
、
そ
れ

ら
両
書
が
合
写
さ
れ

て
い
た
な

ら
、
早
大
本
第

一
丁
表

に
列
記
さ
れ
た
順
序

の
通

り
、
『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』
が

『
三
州
俗
聖
超
請

十
二
箇
條
』

よ
り
も
先

で
あ

っ
た
ろ
う

二
と
も
、
確
認
し
得

る
。

 

ま
た
、
合
写
本
に
お

い
て
、

そ

の

『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』

よ
り
も
前

に

『
天
竺
往
生
験
記
』

が
書
写
さ
れ

て
い
た
ら
し

い
こ
と
か
ら
は
、

同

書
が
智
印

に
よ
り
書
写
さ
れ

た

の
は
、
天
治

二
年

の
中

で
も
、
『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』
が
書

写
さ
れ
た

「十
月
晦

日
」

(先

引
傍
線
部
)

よ
り
も
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前

で
あ

る

こ
と

が
推

測

さ

れ
る
。

さ

ら

に
、
『
僧

妙
達

蘇

生

注

記

』

と

『
三

州

俗
聖

超

請

十

二
箇

條

』

の
書

写

月

日
が

右

引

傍
線

部

通

り

か

な

り

近

い

こ
と

か

ら

類
推

す

る
に

、
『
天

竺
往

生

験

記
』

が
書

写
さ

れ

た

の
も

、
『
僧

妙
達

蘇

生

注

記
』

の
書

写

月

日

「十

月
晦

日
」

に
相

当

に
近

い
時

点

で
あ

つ
た

ろ

う

か
。

 

以

上

あ

れ

こ
れ

と

詮

索

し
て
き

た

早
大

本

が
、

版

本

系

の
も

の
と
異

な

る
本

文

を
有
す

る

こ
と
、

右

に
述

べ
た

通

り
、

高

橋

論

文

B

の
既

に

指

摘

す

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。
と

こ
ろ

で
、

先

述

の

『
科

註

天
竺
往

生
験

記
』

は
、
『
天
竺

往

生
験

記
』

の
本

文

全

体

を
掲

げ

て

い
る
が

、

そ

れ

は
基

本
的

に
、
版

本

系

の
本
文
と
な

っ
て

い
る
。

し
か

し
、

例

え
ば

、

第

6
伝

に

つ
い
て

の
注
釈

の
部

分

に

「提

婆

山
、
異

本

ニ
ハ
日
二提

羅
仙
ゴ

と

見
え

る

よ
う

に
、

数

箇

所
に

亘

っ
て

「異

本

」

を
も

参
照

し

て

い
る
。
第

6
伝

に
立

伝
さ

れ
た

人
物

を

、

版
本

で

は

「提
婆

山

」

と

し

て
お

り
、

『
科

註

天
竺

往

生

験

記
』

は

、

そ

れ

に
従

つ
て

『
天
竺

往

生

験

記

』

の
本

文

を

掲
げ

て

い
る
。

そ

の
う
え

で
、

そ

れ

に
対

し

て

「異

本

」

で

は
、

「提

羅

仙

」
に
な

っ
て
い

る
と
注

釈

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

で
は

「異
本

」
と

は
何

か

と
言

え
ば

、
右

の
早
大

本

で

は

「提

一
仙

」
〔
「
=

は

「羅

」

か
〕
、

『
私

聚

百
因
縁

集
』

(す

み
や

書

房

刊
版

本

影

印
)

の
引

文

で
は

「提

羅
仙

」

と
な

っ
て
お

り
、

『
科

註

天
竺

往

生

験

記
』

は
、

こ
う

し

た

早
大

本

系
統

の
本
文

か
、

あ

る

い
は

や

は

り

「提

羅
仙

」

と
す

る
袋
中

筆

写
本

を
、

「異

本

」

と

し

て
参

照

し

て
い

る
ら

し

い
。

 

 

 

 

ま

た

、

第

1
伝

の
中

の

「従

」
生

年

十

二

一」

に

つ
い

て

の
注

釈

部
分

に

は
、

 

 

流

布

ノ
本

ト
与

二
異

本

一不
同

。

出

訟
異
本

「

二
十

三
ト
ニ
十

ニ
ト
両

本

ア
リ
。
難
レ
決

二
邪

正

↓
今

任

評
流

布

之
本

一加

レ
註
。

若

任

罰
流

布

ハ
十

ニ

ハ

 

 

童

子
ノ
位

、
若

爾

ハ
恐

ク
ハ上

ノ
ニ
之
字

、
書

写
ノ
人

可
レ
云
レ
脱

ス
ト
歎
。

両

本
ヲ
考

ル
ニ
、
異

本

ノ
説

可
レ
云

二
昭
然

↓
歎

。

不
レ
分

二
邪

正

↓
。

流

布

ノ
本

 

 

 

 

 

ニ

 

 

ノ
依

二
十

二

一加

"
註

ヲ
。
南

北

ハ
任
レ
人

ノ
意

ゴ
五
云
。

と

あ

る
。

年

齢

が

問

題

に
な

っ
て

い
る

の
だ

が

、
版

本

は
そ

れ

を

「
十

二
」
と

し

て
お

り
、

そ

の
版

本

系

の
本

文

を

「流

布

ノ

(之

)
本

」

と
称

し

て

い

る
ら

し

い
。

そ

れ

に
対

し

て
、

「
二
十

三
」

と

す

る

も

の
と

「
二
十

二
」

と

す

る
も

の
と

、

二
種

の
異

本

が
存

す

る
、

と

記

し

て

い
る

(傍

線

部

)
。

実

際

、

早
大
本

で

は

「
廿

三
」
、
袋

中

筆

写

本

で

は

「
二
十

二
」
と

な

っ
て
お

り
、

『
科

註

天
竺

往

生
験

記

』

は
、

版

本

と

は
異
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な

る
本

文

を
有

す

る
、

そ

の
よ

う

な

「異

本

」

を
複

数

種

参

照

し

て

い
た

よ
う

で
あ

る
。

 

そ

の
他
、

「異

本

」

に

言

及
す

る
箇

所

は
、
次

の
通

り
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

チ

 

・
第

6
伝

「郎

従

テ
」

に

つ
い

て

「郎

ハ
異
本

二
印

」

(版

本

・
早
大

本

・
袋

中

筆

写
本

「郎

」
『
私
聚

百
因

縁
集

』

「
即
」
)

 

・
第

6
伝

「與

二
翫
ス
之
ご

に

つ
い
て

「與

翫
ハ
異

本

二
興

玩
。

予
謂

ク
、
異
本

書

写

ノ
謬
歎

。

但

シ
、
錐
卦
モ
言

異
サ
ル
ト
、
於
レ
義

二
無
レ
失

歎

。

例

ハ

 

 

 

 

 

キ
キ
ノ

 

 
如

砂
讐

コ
枳
橘

ご

 

 

 

 

(版

本

・
『
大

経

直

談

要

註

記
』

〈浄

土
宗

全

書

〉

「與

翫

」

早
大

本

・
『
私
聚

百
因
縁

集

』
・
袋

中
筆

写

本

「興

玩
」
)

 

・
第

7
伝

「有

二
貧

人

こ

に

つ
い

て

「異

本

ニ
ハ
云
二
貧
女

↓
」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 る
ソ

 

 

 

 

(版

本

・
早

大

本

・
『
普

通

唱
導

集

』
・
袋

中

筆

写

本

「貧

人

」
『
大

経

直

談

要

註
記

』

「貧
女

」
)

 

・
第

7
伝

「名

日
二
提

卑

二

に

つ
い

て

「異

本

ニ
ハ
日
二
提

壽

ゴ
 

,

 

 

 

 

(版

本

・
『
普

通

唱

導

集

』
・
袋

中

筆

写
本

「提

章

」

早
大

本

「提
婁

」
『
大

経
直

談

要

註

記
』

「提
壽

」
)

 

さ

ら

に
、

第

9
伝

に

つ
い
て
、

「弥

ヨ
著

評
テ
寂
静

ノ
友

ご

と

本

文
を

掲
げ

て

「愚

按
ル
ニ
、
流

布

ノ
本

ニ
ハ
云

二家

静

友
↓
。

書

写

ノ
謬
リ
欺
。

今

マ
任

3

文
理

.㌔寂

静

ト
改
吸
焉

ヲ
。

更

二
可

二
思

択

4
」

と

注

し
た
箇

所

が

見
ら

れ

る
。

基

本
的

に
流

布
本

に

よ

っ
て
掲

げ

て

い
る
本

文
を

、

こ

の
箇

所

に

つ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノ

い
て

は
流

布

本

の
誤

写

と

見

て
改

め

た

、

と

言

う
。

問

題

の
箇

所

、

確

か

に
版

本

は

「家

静

友

」

と
な

っ
て
お

り
、

そ
れ

を

訂

正

し
た

の
だ

ろ

う

が
、

早
大

本

も

『
私

聚

百

因

縁

集

』

も

「寂

静

友

」

と

な

っ
て

い
る
か

ら
、
『
科

註

天
竺

往

生
験

記
』

が

独

自

に
考

え

出

し

た

こ
と

で
は
な

く

て
、

そ

う
記

す

異

本

の
本

文

を

見

て
訂

正
し

た

も

の
か
と
推

察

さ

れ

る
。

掲
げ

ら
れ

る

『
天
竺

往
生

験

記

』

の
本

文

は
、

先

述

通

り
、

基
本

的

に
版

本

系

の
本

文

に
拠

っ
て

い
る
が

、

中

に
そ

れ

と

は
異

な

る
箇

所

が

い
く

ら

か

見
ら

れ

る
。

依
拠

し
た

本

文

が

そ
う

な

っ
て

い
た

と

も
考

え

ら

れ

る

が
、
右

の
場

合

と

同
様

、
異

本

を
参

照

し

て
改

め

た
結

果

で
あ

る
可
能

性

が
考

え

ら
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

ろ
う

。
前

節

に
引

用

し
た
『
科

註

天
竺

往

生
験

記

』

の
刊

記

の
中

に

「此

本

末

書
者

、

文
字

文
点

不

一
準

故
、

集

多
本

正
義

理
校

合

之
、

井

加

添

註
科

」

と

あ

る

の
は
、

そ

う
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し

た
校

訂

作
業

の
行

わ

れ

た
こ
と

を

よ

り
強

く
思

わ

せ

も

し
よ

う
。

と
す

れ

ば

、
特

に
注

記
さ

れ

て

い
な

く

て
も

、
版

本

と

異

な

る
箇

所

は
、

『
科

註

天

竺
往

生

験

記
』

の
見

て

い
た

い
ず

れ

か

の
異
本

の
本

文

を
伝

え

て

い
る

可
能

性

が
低

く
な

い

こ
と

に
な

る
。

実

際

、

例

え
ば

、

版

本

 

 

ノ

が

「
弄
身

不
レ
反
」

と
す

る
第

1
伝

の
本

文

を
、
『
科

註
天
竺

往

生

験

記
』

は

「其

ノ
身

不
レ
変
」

と
し

て
掲
げ

、
特

に
注

記

し
な

い
が
、

そ
れ

は
、

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

ノ        む

早

大

本

や

『
私

聚

百

因

縁
集
』

に
確

か

に

「其
身

不
攣

」
と

見

ら

れ

る
本

文

で
あ

る

(袋

中
筆

写
本

も

「
卉
身

不
レ
変

」
)
。

 

高

橋

論

文

B

は
、

版

本

と
早
大

本
、

さ

ら

に
鎌
倉

・
室

町

の
諸

文
献

に

引

用
さ

れ

た

本

文

を
対

照

さ

せ
、

『
天
竺

往

生

験

記
』

の
本

来

の
本

文

を

復

元

し
よ

う

と

し

て

い
る

が
、

そ

う

し
た

作
業

を

行
う

場
合

、
右

の
よ
う

な

『
科

註

天
竺

往
生

験

記
』

も

、

異

本

が
参

照

さ

れ

て

い
る
箇

所

は
多

く

は
な

い
け

れ

ど

も
、

い
く

ら

か
補

助
的

に

で
も
活

用

す

る

こ
と
が

で
き

る

で
あ

ろ

う
。

例

え
ば

、

右

に
掲

げ

た
う

ち

第

7
伝

の

「貧

人
」

に

つ

い
て
、
版

本

・
早
大

本

・
『
普

通

唱
導

集
』

い
ず

れ

も

「貧

人
」

で
あ

る

の
に

対

し

て
、

『
大
経

直

談

要

註

記
』

が

「貧

女

」

と

記
す

こ
と

に

つ
い

て
、

高

橋

論

文

B
が

「猶

、
『
貧

人
』

を

『
貧

女
』

と

せ

る

『
大

経

直

談

要

註

記
』

の
本

文

は

必
ず

や

誤

り
な

ら

ん
」

と
す

る

の

は
、

確

か

に

そ

の
通

り
だ

と
考

え

ら

れ

る

が
、

た
だ

、
『
科

註

天

竺
往

生

験

記
』

が

「異

本

ニ
ハ
云
二
貧
女
ゴ

と

し

て

い

て
、

「貧

女

」

と

す

る
異

本

の
存

在

を
伝

え

て

い
る

の
で

、
『
大

経

直

談

要

註
記
』

だ
け

で
な

く
、

そ

の
誤

っ
た
本

文

が

あ

る
程
度

行

わ

れ

て

い
た

可
能

性

は
考

え

ら
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

ろ

う

(た

だ
し

、

先

に

触

れ
た

通

り
、

『
科

註

天
竺

往

生

験

記

』

は

『
大

経

直

談

要
註

記
』

を

参

照

す

る

こ
と

少

な

く

な

い
か

ら

、

『
大

経

直

談

要

註

記
』

の
引

く

本

文

を

見

て

「異

本
」

と

称

し

て

い

る

可
能

性

も
考

え

ら

れ

る
)
。

ま

た

、
第

9

伝

中

の

「家

静

友

」

と

「寂

静
友

」

に

つ
い

て
、

高
橋

論

文

B
が

「刊

本

系

の
」

「『
家
』

は

『
寂

』

の
誤

写

で
あ

る
」
と

す

る

の
は
、

右

の
通

り
、

よ

り

早
く

『
科

註

天

竺

往

生

験

記
』

が

既

に

指
摘

し

て

い
た

こ
と
だ

っ
た

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

三
 
『
天
竺
往
生
験
記
』
の
位
置
と
性
格

と

こ
ろ

で
、

日
本

の
往

生
伝

に

つ
い
て
概
説
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
『
天
竺
往
生
験
記
』

が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
る

こ
と

は
な

い
し
、
そ
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れ
ど

こ
ろ
か
そ

の
書
名
が
挙
げ

ら
れ
る

こ
と
す
ら

少
な

い
。
往
生
伝

の
流
れ

の
な
か

で
の

『
天
竺
往
生
験
記
』

の
位
置
、
ま
た
、
同
書

の
往
生

伝
と
し
て
の
性
格
、
と

い

っ
た
問
題
が
、
本
格
的

に
論
じ
ら
れ
た

こ
と
も

ほ
と
ん
ど
な

い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
先

の
高
橋
論
文
も
、
『
私
聚
百
因

縁
集
』

の
出
典
研
究
や
、
『
天
竺
往

生
験

記
』

の
享

受
研
究
あ

る
い
は
本

文
研
究
と

い
っ
た
観
点

か
ら
成
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
て
、
上

の
よ
う

な
問
題

の
検
討
を
行

っ
た

も

の
で
は
な

い
。

 

一
つ
に
は
天
竺

の
往
生
伝

で
あ
る
た
め
右

の
よ
う
な
事
態

に
な

っ
て
い
る
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
既
に
指
摘
さ
れ

て
い
て
小
稿

冒
頭
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

「
天
親
菩
薩
記
」

「羅
什
三
蔵

訳
」
と

い
う

の
は
信
用

で
き
ず
、
『
天
竺
往
生
験
記
』
が

日
本

で
偽
作
さ

れ
た
も

の

で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、

同
じ
く

日
本
製

の
往
生
伝
と

し
て
、
『
日
本
往
生
極
楽

記
』
以
下

の
往
生
伝

の
流
れ

の
中

に
、
よ
り
正
当

に
位

置
付

け
ら
れ
る

べ
き

で
は
な

い
か
と
思
わ

れ
る
。
無
論
、
日
本

の
往
生

人

の
伝
を
集
成

し
た
往
生
伝
と

は
自
ず
と
同
列

に
扱

え
な

い
面
が
あ

ろ
う

が
、

日
本
製

の
往

生
伝

と

い
う

こ
と

で
は
何
ら
区
別
さ
れ
る

べ
き
も

の
で
な
く
、

日
本
に
お
け
る
往
生
伝
制
作
と

い
う
観
点
か
ら
は
、
全
く
同

等

に
扱
わ
れ
る

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

 

し
か
も
、
先

に
も
触

れ
た
通
り

『
拾
遺
往
生
伝
』
が

『
天
竺

往
生
験

記
』
を
参

照
し
て
お
り
、

「十

一
世
紀
末
ま

で
に
は
成
立

し
て
ゐ
た
と

み
な
け

れ
ば
な
る
ま

い
」

(高
橋
論
文

B
)
と

い
う
、
早

い
段
階

の
往
生
伝

で
あ

る
。

そ
の

『
拾
遺
往
生
伝
』
に
近

い
天
治

二
年

(
一
一
二
五
)

に
は

『
僧
妙
達
蘇

生
注
記
』

な
ど
と
共

に
書
写

・
享
受
さ
れ

て
い
た
ら

し
い
こ
と
も
、
先
述

通
り
今

回
新
た
に
窺
え
た
。
仮
り
に

『
続
本
朝
往

生
伝
』

よ
り
も
遡
り
得
る
時
点

で
の
制
作
と

い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど

日
本

の
往
生
伝
制
作

の
始
発
と

い
う

こ
と
と
も
関
わ
り
か
ね
な

い
で
あ
ろ
う
。

あ
る

い
は
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

以
前

の
成
立

と

い
う

こ
と
も
、
可
能
性
と
し
て
は
全
く
な

い
わ
け
で
は
な

か
ろ
う

か
。
そ

の
場
合

、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

は
、
な
お

日
本

の
往
生
人
を
対
象

と
し
た
往
生
伝

の
噂
矢

で
は
あ
り
続
け

て
も
、
日
本
製

の
往
生
伝

の
鳴
矢

の
座
は

『
天
竺
往

生
験
記
』
に
譲
る

こ
と

に
な
ろ
う
。
も

つ
と
も
、
『
日
本
往
生
極
楽

記
』
は
、

そ

の
序

に
お

い
て
先
行

の
往
生
伝
と

し
て
中

国

の
往
生
伝

は
挙
げ

る
が
、
『
天
竺
往
生
験
記
』

は
挙
げ
な

い
か
ら
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

の
時
点

で
は

『
天
竺
往
生
験

記
』
は
存
在

し
て

い
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な

か

っ
た

と
見

る

の
が
妥
当
か

も

し
れ

な

い
。

い
ず

れ

に
せ

よ
、

日
本

の
往

生
伝

制
作

の
始

発
時

期

ど
も

言

い
得

る
段

階

の
往
生

伝

と

し

て
、

『
天
竺

往

生

験

記

』

は
も

っ
と

注

目
さ

れ

て

い
い
も

の

の
よ

う

に
思

わ

れ

る
。

 

ま

た
、

『
日
本

往

生

極

楽
記
』

を

始

め
、

そ

の
前

後

に

は

『
日
本

霊
異

記
』
『
大

日
本

国

法
華

経

験
記

』
『
本

朝

神

仙

伝
』

な

ど

、

中

国

の
類

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

ハら
ね

同

書

に
触

発
さ

れ

て

日
本

の
事

例

を
集

成

し
た

作

品

が

見
ら

れ

る

が
、

『
天

竺
往

生
験

記
』

は
、

日
本

の
側

で

は
な

く
、

中

国

の
往

生

伝

か
ら

遡

っ
て

天
竺

の
方

に

注

目
、
そ

の
事

例

を
集

成

し
た
も

の
と

言
う

べ
く

、
そ
う

し
た
作

品

と

し

て
も

注

目
さ

れ
よ

う
。

『
拾
遺

往

生
伝

』
は
、
『
天

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

                                                                               

竺

往

生

験

記
』

を

「
天
竺

往
生

記

」

と

記

し

て

い
る
が
、

そ

の
書

名

は

「
日
本
往

生

極
楽

記

」

と

対
応

す

る
よ

う

で
も
あ

り
、

中

国

往

生
伝

を

挟

ん

で

そ

の
向

こ
う
側

に
、
「
日
本

」

の

「往

生
極

楽

」

の

「記

」

に

対
す

る
、

「
天
竺
」

の

「往

生

」

の

「記

」

を
構

築

し

よ
う

と

し

た

も

の

と

も

言

え

る
だ

ろ

う

か
。

 

し

か

し

な

が

ら

、

注

目
す
べ

き
だ

と

言

っ
て
も
、

『
天
竺

往

生

験

記
』

の
特
徴

を

見
定

め
、

往

生
伝

の
流

れ

の
中

に

正
し

く
位

置

付

け

る
と

い
う

の
は

、
な

か

な

か

に
難
事

で
あ

る
。

ど

こ
で
誰

が

如
何

な

る
資

料

を

も

と

に
編
纂

し
た

も

の
な

の
か
、

現

時

点

で
は
不

明

で
あ

る
し

、
本

文

も
先

述

通

り
、

本

来

の
姿
を

窺

わ

せ

る
と

は
言

え

明

治
期

の
写
本

が
あ

る

の
み

で
、

信
頼

し

得

る
古

写
本

が

現

伝

し

て
お

ら
ず

、
版

本

は
当

初

の
本

文

と

か

な

り

異
な

る
。

そ
ん

な

こ
と
が
障

害

と

も
な

っ
て
、
従

来

右

の
よ

う
な

問
題

が

必
ず

し
も

充
分

に
検
討

さ

れ
ず

に
き

た

の
で
あ

ろ

う
。

小

稿

に

も

無

論

、

そ
う

し
た

問

題

に
正

面

か
ら

取

り
組

む

だ

け

の
準

備
が

あ

る
わ

け

で
は

な

い
。

た

だ
、

そ

の
準

備

の

一
端

に

で
も
な

る

こ
と

を

期

待

し

つ

つ
、
取
り

敢

え
ず

以

下
、
『
天
竺

往

生
験

記

』

の
基

本
的

特

徴
な

ど

に

つ
い
て
、

思

い

つ
く
ま

ま

に
粗

々
メ

モ
し

て
お

く

 
 

 

 

  
り

こ

と
と

す

る
。

 

ま

ず

、

各
伝

の
冒

頭
部

に
、

『
天
竺

往

生

記
験

記
』

の

一
つ
の
特

徴

が

認

め
ら

れ

る
。

九

伝

の
冒

頭

部
を

、

 

1
西

天
竺

有

王

子
、

名

日
阿

松
移
。

…

…

〔人
名

、

『
私

聚

百

因
縁

集

』

や
寛

永
六
年

版

で
は

「阿

私
多

」
、

正
保

二
年

版

等

「阿
私

陀

」
〕

 

2
中

天

竺
有

一
婆

羅

門
、
名

日
乾

利
。

…
…
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『
天
竺
往
生
験
記
』

に
関
す
る

二
、
三
の
覚
書



 

 

 

 

む             
      む     む

 

3

西

天
竺

有

貧

女

、

名

日
琉

那

・可
。

…

…

〔『
大

経
直

談

要

註
記

』

で
は
、

「名

」
ナ

シ
、

人
名

を

「瑠

那

寄
」

と
す

る
。

版
本

で

は
、

「竺

」

 

 

 

ナ

シ
、

「琉

」

を

「瑠

」

と
す

る
〕

 

 

 

 
 

 

 

 

4
南

天
竺
有

一
沙

弥

、

名

日
悉

多

奢

。

…

…

〔傍
点

部

、
版

本

に
ナ

シ
〕

 

 

 

 
 

 

む

 

5

西

天
竺

有

一
、

名

日
達

龍

蘇

。

…
…

〔傍

点

部

、
『
私

聚

百
因

縁
集

』

や

『
大

経

直

談

要

註

記
』

で

は

「
一
俗

」
、

版

本

で

は

「俗

」
。

人

 

 

 

名

、
『
私

聚

百

因
縁

集

』

で
は

「青

龍
蘇

」
、
『
大
経

直

談

要
註

記

』

で
は

「達
蘇

」
〕

 

 

 

 
 

 

む

 

6

中

天
竺
有

一
大

臣
、
名

日
提

一
仙

。

…

…

〔傍

点
部

、
版

本

に

ナ

シ
。

人
名

、
『
私

聚

百
因

縁
集

』
や

袋

中
筆

写
本

で

は

「提

羅
仙

」
、
『
大

 

 

 

経

直
談

要

註

記
』

で

は

「提

羅

山
」
、

版

本

で
は

「
提
婆

山
」
〕

 

 

 

 
 

 

む     む

 

7
東

天

竺
有

一
貧

人
、

名

日
提
婁

。

…

…

〔
「
一
」
、

版

本

に

ナ

シ
。

「
人
」
、

『
大

経

直

談

要

註

記
』

で
は

「女

」
。

人
名

、
『
普

通

唱

導

集

』

 

 

 

や

版

本

で

は

「提

卑

」
、

『
大

経

直

談
要

註

記
』

で

は

「提

壽

」
〕

 

 

 

 
 

 

む                    む

 

8

南

天
竺

有

一
沙

門
僧

。

常

水
焼

風
色

。

…

…

〔版
本

で

は

「
=

ナ

シ
、

「焼

」
を

「煙

」

と
す

る
〕

 

 

 

 
 

 

む

 

9
北

天
竺

有

一
童

子
、

名

日
王

弥
。

…

…

〔
「
=

、
版

本

に
ナ

シ
〕

と

列

挙

す

れ

ば

明

ら

か
な

よ

う

に
、

そ

こ
に

は
、

「
[
…
]
天
竺

有

(
一
)
[
…
]
、

名

日

[
…
]
。

・:
:
」

と

い
う

一
定

の
形

式

を

看

取

す

る

こ
と

が

で
き

る

(版

本

で
は

、
右

の
各

伝

冒

頭

部

の
さ

ら

に
前

に

「第

一
」

「第

二
」
な

ど

と

記

す
。

袋

中

筆

写
本

で

は
、

各

伝
冒

頭

右

上

の
天
部

余

白

に

小
さ

く

「第

一
西

天
竺

…

…

」
な

ど

と

記

し

て
お

り
、
版

本

の
前

段
階

と

し

て

の
同
本

の
性
格

を

窺

わ

せ
よ

う

か
)
。

冒

頭

の

a
に

は
五

天
竺

の
中

の

い
ず

れ

か

を

示
す

「中

・
東

・
西

・
南

・
北
」

の
う

ち

の

一
字

、

b
に

は
立
伝

さ

れ

た
人

物

の
階

層

・
基

本
的

性
格

、

c
に
は

同

人

物

の
名

が
、

各

々
は

い
る
。

何

天

竺

の

こ
と

で
あ

る

の
か

と

い
う

の
が

、
特

に
強
調

さ

れ

る
よ

う
な

形
式

で
あ

る
、

と
言

え

る
だ

ろ
う

か
。

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

ニ

 

た
だ

し
、
第

8
伝

だ

け

が

や

や
異

例

で
あ

る
点

、
気

に
掛

か

る
。

「南

天
竺
有

二
沙

門

僧

一常

水

煙

風
色

」
と

い
う
、
早
大

本

と

ほ

と

ん
ど

同

じ

本

文

に

訓

点
を

加

え

た

版
本

の
本

文

を

、
『
科

註

天
竺

往

生
験

記
』
が

「南

天
竺

有

」
沙

門

輔僧

常
ト
云
水
煙

風
色

」
と
読

み
換

え

る

の

は
、

「僧
常

」
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を

人

名

と

捉

え

、
右

の
よ

う
な
各

伝
冒

頭

部

の
形
式

を

、
第

8
伝

に

も
何

と

か
当

て
は

め

て
解

釈

し
よ

う
と

し
た

も

の
と

見
ら

れ

る
。

『
科

註

天

竺

往

生

験

記

』

の

こ
の
解

釈
は
無

理

が

あ
ろ

う
が

、

し
か

し
確

か

に
、
第

8
伝
だ

け
が

異
例

で
あ

る
と

い
う

不
自

然

さ

を
解

消

し
た

い
と

い
う

欲

求

は
、

『
天

竺

往

生

験

記
』

の
読

者

が
少

な

か

ら
ず

抱

く

も

の

で
あ

ろ

う
。

だ

が
、

そ

の
欲

求

を
満

た

す

の
は
難

し

く
、

上

引

第

8
伝

冒

頭

後

半

部

の

「常

水

煙

風
色

」
が

「此

事

未
考

」

(『
天
竺

往

生
験

記

端

書
』
、
た
だ

し

「私
推

云

…
…
」
と

続

け

て

は

い
る
)

「よ

く

わ

か

ら
な

い
」

(高

橋

論

文

B
)

と
さ

れ

る
か
ら

、

そ

こ
に
本

文

上

の
問

題

が
あ

っ
て
、
結

果
、

冒

頭
部

の

一
定

形
式

か
ら

外
れ

る

こ
と

に

な

っ
た

の
で
は
な

い
か
、

と

い
う

可
能

性

が

考
え

ら

れ

る

く
ら

い
で
あ

る
。

 

右

の
各

伝

冒

頭

部

の
形
式

の
う

ち

a
に

は
、
全

九

伝

中

「中

」

が

は

い
る

の
が

二
伝

あ

り
、

以

下
、

「東

」

一
伝

、

「西

」

三

伝
、

「南

」

二

伝

、
「北

」

一
伝

と

、
五

つ
全

て
が

ほ
ぼ

均

等

に

見
ら
れ

、
し

か
も

、
同

じ
も

の
が
連

続

す

る

こ
と

も
な

い
。

あ

る
程

度

意

図

し

て
、
五
天

竺
各

々

の
地

域

の
人

物

の
伝

が
、

偏
り

な

く

満

遍
な

く

配
さ

れ

て

い
る

も

の
か

と

見
ら

れ

る

(『
天
竺

往

生
験

記

』
を

、

例

え

ば

『
二
蔵

義

見

聞
』

巻

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

む  む                                                                          む     む

八

〈浄

土

宗

全

書

〉

は

「
五
天
往

生

験

記
」
、
『
為

盛

発
心

因

縁
集

』

〈室

町
時

代

物

語
大

成
〉

は

「
五
天
竺

ノ
往

生

記
」

と

称

し

て

い
る
)
。

ま

た

、

第

5
伝

の

b

に
あ

て

は
ま

る

の
が
本

来

、
『
私

聚

百

因
縁

集

』

な

ど

が

記
す

通

り

「俗

」

で
あ

る

な

ら
ば

、

あ

る

い
は

、
先

述

通

り
第

7

伝

の
場

合

、

「貧

女

」

で
な

く

「
貧

人
」

が

b
に
あ

て

は
ま

る
な

ら
ば

、

b
に
該

当

す

る
語

は
、
全

九

伝

の
間

で

ど

れ

一
つ
と

し

て
同

じ

も

の

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

ス

は
な

い
。

す

な

わ

ち

、

「僧
俗
高

下
老

少

貧
福

併

以
往

生
。

今

文

挙
レ
少

摂
レ
多

」

(『
天
竺

往
生

験

記
端

書
』
)

「僧

俗

・
貴

賎

・
男
女

を
と

り
ま

ぜ

て
広

く
収

録

し

て

い
る
」

(『
浄
土

宗

大

辞
典

』
)
、

と

い
う

こ
と

で

(第

3

伝

の

「貧
女

」

と
第

7
伝

の

「貧

人
」

は
近

い
が

、
第

7
伝

の
場
合

が
男

だ

と

す

れ

ば

性

差

が

あ
る

こ
と

に
な

る
)
、

こ

の
場
合

は
明

ら

か

に
、

意

図
的

な

配
慮

・
措

置
が

な
さ

れ

た

も

の
で
あ

ろ

う
。

 

各

伝

の
記
述

は
、
概

し

て
素
朴

で
簡

潔

。
内

容

的

に

は
、
往

生

の
要

因
あ

る

い
は
遠

因
と

な

っ
た
生
前

の
行

業

(臨

終

時

の
行

業

な

ど
含

む
)

と
、

臨

終

の
前

後

に
現

れ

た
瑞
相

と

、

ど

の
伝

も

ほ
と

ん
ど

そ

れ
ら

両

者

で
構

成

さ
れ

て

い
る
と
言

っ
て
よ

い
。

例

え

ば

「参
議

左

衛

門

督

大

江
音

人

卿
者

、

大

同
後

阿

保
親

王
之

子

也
。

早
遂

儒

業
、

高

昇

公
卿

、

歴

大

弁
居

大

理
。
自

少

日
才

名
被

世

」

(『
続

本

朝

往

生
伝

』

5
)

と

い

『
天
竺
往
生
験
記
』

に
関
す
る
二
、
三
の
覚
書
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う
よ
う

な
、
往
生
と
関
わ

っ
て

こ
な

い
経
歴

・事
跡
あ
る

い
は
出
自

に

つ
い
て
の
記
述
は
、
『
天
竺
往
生
験
記
』

で
は
、

「中

天
竺
有

一
婆
羅

門
、

名

日
乾
利
。
有
十

三
人
子
。

六
十
三
其
身
従
家
出
西
行
十
二
里
…
…
」

(第

2
伝
)
を
唯

一
の
例
外
と

し
て
挙
げ
得

る
く
ら

い
で
あ

る
。

ま
た
、

例
え
ば

「心
在
慈
悲
、
面
無
瞑

色
」

(『
日
本
往
生
極
楽
記
』

18
)

「性
素
正
直
。
心
離
諸
諌
」

(『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
中

15
)
と

い
う

よ
う
な
、

往
生
人

の
性
質

に
関
す

る
記
述

も
、
全
く
な

い
。

年
号
や
年
代
を
示
す
よ
う
な
記
事
も
、
や
は
り
見
ら
れ
な

い
。

 

一
例
と
し

て
、
第
6
伝

の
全
文
を
掲
げ

て
み
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

む

 
 
中

天
竺
有

一
大
臣
、
名

日
提

一
仙
。
殿
前
治
方

町
池
、
殖
蓮
花
年

々
供
諸
寺
、
或

質
漁
人
之
魚
放
此
池
。
自
及
侍
女
郎
従
共
興
玩
之
。
傍

 
 
彼
大
臣
、
命
終
之
期
七

日
以
前
、
居
別
室
沐
浴
著
浄
衣
、
住
正
念
常
行
三
昧
。
其
日
辰
時
、
向
西
方
、
高
聲
禰
南

元
阿
弥
随
佛
。
聲

佛
不

 
 
終
、
紫

雲
遙

四
方
。
北
頭
西
面
、

五
十
九
年
遷
化
。
手
結
弥
施
定
印
 
。

 
 
 

〔傍

点
部

「質
」

は
、
版
本
な
ど

「
買
」
。
実
線
部

「興
玩
」
は
、
版
本
と

『
大
経
直
談
要
註
記
』

で
は

「與

翫
」
。
波
線

部

「常
行

三

 
 
 
昧
」

は
、
版
本

で
は

「
行
二
念
仏
三
昧

こ
、
『
私
聚
百
因
縁

集
』
『
大
経
直
談
要
註
記
』

に
は
こ
の
前
後
ナ

シ
。

実
線
部

「聲

佛
不
終
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ル
ニ

 
 
 

は
、
版
本

「声
未
レ
終
」
『
大
経
直
談
要
註
記
』

「声
不
レ
終
」
、

「佛
」
は
早
大
本

の
衛
字

(高
橋
論
文

B
)
。
実
線
部

「北
頭
西
面
」
は
、

 
 
 
版
本
と

『
私
聚

百
因
縁
集
』
で
は

「
頭
北
面
西
」
、
袋
中
筆
写
本

で
は

「北
頭
面
西
」
〕

蓮
花

を
植
え

て
諸
寺
に
供

え
た
り
、
魚

を
買

っ
て
放

っ
た
り
し
た
、
池
を
め
ぐ
る
生
前

の
行
業
、
臨
終
前

七
日
間

の
常
行
三
昧
、
臨
終
時

の
念

仏
や
定
印
、
そ
し

て
紫
雲

の
瑞
相
、
と
、
右
に
述

べ
た
通
り
の
内
容
構
成
に
な

っ
て
い
よ
う
。
な
お
、
蓮
花
を
供
養

し
た

こ
と
と
、
紫
雲

の
瑞

相

が
現
れ
た

こ
と
と

の
組
合

せ
は
、
例
え
ば

『
日
本
往
生
極
楽
記
』

40
に
、

 
 

近
江
国
坂

田
郡
女

人
、
姓
息
長
氏
。
毎
年
採
筑
摩

江
蓮
花
、
供
養
弥
陀
仏
、
偏
期
極
楽
。
如
此
数
年
、
命
終
之
時
、
紫
雲
纏
身
 
。

と
見
え
る
と

こ
ろ

で
あ
る
。

 
生
前

の
行
業
と

し
て
は
、
第

2
伝

の
末
尾

に
殊
更

「諸
方
衆
生
尚
可
念
佛
」
と
記
す

(
こ
の
記
事
、
『
大
経
直
談
要
註
記
』

に
も
見
え
る
が
、
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版

本

に

は

な

い
)

点

、

ま
ず
注

目
さ

れ

る
と

こ
ろ

で
あ

っ
て
、
当

然

な

が

ら
、
他

に
も

「念

佛
」

が
、

多

く

は
な

い
が

見
ら

れ

る
。

同

じ
第

2

伝

の

「
只
鮎
+
五

貝

面
向
西
方

合
掌

念

阿
弥
陀
佛
名
」
の
ほ
か
、
第

・
伝

「相
従
親
僧

竪

聞
行
三
時
念

佛
」
や
先
引
第
6
伝

「向
西
左

高

聲

禰
南

元

阿
弥

施

佛

」

(波
線

部

)
。

い
ず

れ

も
称

名
念

仏

で
あ

る
。

さ

ら

に
、

全

九
伝

の
後

に
付

さ

れ
た

末

尾

記
事

(後

出

)

に
は

、
念

仏

を
重

視

す

る

見
方

が
、

よ

り
顕

著

に
端
的

に

見

ら
れ

る
。

 

先

の
第

6
伝

に

は
、

『
天
竺
往

生
験

記
』

中

唯

一
の
事

例

で
あ

る

の
だ
が

、

「常

行

三
昧

」

(波

線

部

)

が

見

え

る
。

た
だ

し
、

先

に

注

記

し

た

通

り

、

版
本

で

は

「念

仏
三
昧

」

と

改
変

さ

れ

て
お

り
、

『
私

聚

百
因
縁
集

』
『
大
経

直

談

要

註
記
』

で

は
そ

の
前

後

の
部

分

が

存

し

な

い
。

こ

の
点

に

つ
い
て

、
高

橋

論
文

B
は

「
こ

の

『
常

行

三
昧

』

は
、
浄

土

宗

系
列

で
は
な

く
天

台
宗

系

の
行

で
あ

る

故

に
、

こ

の

一
句

を
含

む
文

章

全

体

を

削

除

し
、

…
…
臨
終

作

法

を
自

宗

派

に
叶

つ
た

形

に
聖

聰

は
改

め

た

も

の
で
あ

ろ
う

。
『
私

聚

百

因
縁

集

』

の
方

も

こ

の
聖
聰

に
近

く
、

…

…

一
方

、
刊

本

系

は
、
…

…

こ
れ

も

や

は

り
浄

土
宗

的

な

手

が
加

は

つ
た

こ
と

を

示
す

も

の
と
考

へ
て

は
僻

目

で
あ

ら

う

か
」
と
す

る
。

こ

こ
に

説

か

れ

る

通

り

で
、
本

来

の
本

文

が

天
台

宗

系

の

「常

行

三
昧

」

で
あ

っ
た
な

ら
ば

、

一
例

だ

け

で

は
あ

る
け

れ

ど
、

そ

の
存
在

は
、

い

つ
の
時

点

で
加

え

ら
れ

た
も

の
で
あ

る

の
か

は
不

明
な

が

ら
、
先

引

『
天
竺
往

生

験
記

』

伝
来

記
事

「日
本
新

入
唐

沙
門

傳

教

以
延

暦

年
中

従

大

宗

 

欣

持

来

也

。

門
徒
可
披

見

之
」

と

も

思

い
合

わ

さ

れ

て
、
『
天
竺

往
生

験

記
』

が

天

台
宗

系

の
環
境

の
中

で
成

立

し

た

も

の
で

あ

る

こ
と

を

特

に
窺

わ

せ

て

い
る
で
あ

ろ
う

か
。

 

施

行

と

言

い
得

る

も

の
が
四

伝

に

亘

っ
て
見

え

る

の
は
、
印

象

深

い
。

先

引
第

6
伝

に
蓮

華

を

植

え

て
諸
寺

に
供

え

て

い
た

と

あ

っ
た

ほ

 

 

 

 

 

 

天
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 o

か

、

第

3

伝

「至

念

佛
行

者
許
、

或

洗

衣
鉢

或

備

食

味

」
第

7
伝

「造

莚
薦

畳
施

入
諸
寺

」

第

9
伝

「参
詣

先

常

院
供

香
花

奉

仕

三

万

二
千
僧

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

む                    
む

衆

」

〔傍

点

部

、

版

本

及

び

『
私

聚

百

因
縁

集

』

で
は

「無

」
〕
。

ま

た
、
第

2
伝

「其
在

世

行
儀

、

髪
中

巻
籠

一
寸

弥

陀

画
像

」

〔版

本

で

は
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
む

傍

点

部

「髪

」

を

「髪

」
と
し
、

傍

点

部

「画
」

ナ

シ
〕

第

5

伝

「以
柏

一
寸

造
白

檀

弥

施

、

安

置
髪

中
額
H
ご

〔傍

点
部

「髪

」

は

、
版

本

及

び

『
大

経

直

談

要

註

記
』
で

は

「髪

」
、

傍
線

部

「額

上

」

は
、

版

本

に
ナ

シ
〕

と
、

髪

(髪

)

中

に

一
寸

の
阿
弥

陀

像

を

籠

め

て

い
た

と
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『
天
竺
往
生
験
記
』
に
関
す
る

二
、
三
の
覚
書



 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
ミ
ダ
ノ
ザ
ウ
ヲ
ア
ン
チ
ンテ
ケ
イ
チ
ウ
ニ 
ワ
ウ
シ
ヤ
ウ
ノ
レ
イ
ノ

い
う

の
が

二
伝

に
見
え

る

の
も
、

目

に
付

く
。

『
壌

嚢

紗

』

(臨

川

書

店
刊

影
印

)
巻

九
-

十

七

「
弥

陀

像

安

二
置

髪

中

一
往

生

例

事

」

の
引

く

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ノ 
ヲ
 
 
 
 
 
ス
ル 
 
 
ニ

『
天
竺

往

生

験

記
』

末

尾

記
事

に
も

「作

二
弥
陀

像

一安

二
置

髪

中

一輩

」

(後

出
早
大

本

末

尾
記

事

B
末

「作

弥

陀
」

以
下

に
続

く

べ
き

記

事

)
。

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

ヲ

『
大

経

直

談

要

註

記
』

で

は
、

「画

二
作

仏
像

こ

し

て
極

楽

往

生

し
た

例

と

し

て
、
右

の
第

2

伝

と
第

5
伝

を
掲

げ

て

い
る
。

 

臨

終

の

「
正
念

」

は
、
第

2
伝

「
元
散

乱

之

心

、
住

正
念

」

〔傍

線

部
、

版

本

に
ナ

シ
〕

第

3
伝

「心

住

正
念

、
身

静

床

上

」

第

6
伝

「住

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

む                          
む

正
念

常

行

三
昧

』
第

8
伝

「住

正
念

、
向

西
合

掌

遷

化
 

」

〔版

本

で
は
、
傍

点

部
ナ

シ
、
傍

線

部

を

「念

仏

」
と
す

る
〕
と

、

い
ず

れ

も

「住

正
念

」

と

い
う

形

で
、

四
伝

に
見

ら
れ

る
。

夢

は

二
伝

に
見

え

る
。

二
例

と

も
、

往

生

の
予
兆

と

し

て
、

往
生

人
あ

る

い
は
そ

の
周

辺

の
人
物

に

よ

っ
て

見
ら

れ

た
夢

で
あ

る
。

そ

の
う
ち

第

9

伝

に

見
え

る
夢

は
、

「夢

中

見

金
色

光
、

聞

金

人
言

語
。

又
、
或

時

、
従

左

右

脇

生

玉
色

羽
、

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

ノ                                        ノ

向

西

見

飛
行

者

」

〔傍

線
部

「
玉
色

羽

」

は
、

版
本

で
は

「
五
重

羽
」
、
『
私
聚

百
因
縁

集
』

で

は

「
五
色

羽
」
、

本

来

は

「
五
色

羽

」

か
。

傍
線

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

モ
 
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ル
 
 ヒ
 
 ス
ト

部

「
見

飛

行
者

」

は
、
版

本

で

は

「飛

行
者

見
」
、
『
私
聚

百

因
縁

集
』

で
は

「
見
二
飛

行

一也

」
〕

で
、
後

半

と

同
様

の
も

の
が

、
例

え

ば

「夢

左

右

腋

各

生

羽
翼

、

向

西

飛
去

。

:
…
」

(『
日
本

往

生
極

楽

記
』

26
)

と

見
え

た

り
す

る
。

 

往

生

の
瑞

相

と

し
て

見
え

る

の
は
、
紫

雲

、

音
楽

、

異

香
、

蓮

華

な
ど

。

そ

の
う

ち
蓮

華

に
関

す

る
も

の
が
、

特

に

目
立

っ
て
見
え

る
。

次

の
通

り
、

全

九

伝

の
う
ち

過

半

数

の
五
伝

に
出

て
く

る
。

 

・
命

終

之
後

、

現
合

掌

指

端

生
青

花

華

一
董

。

投

火
焼

之
、

身

骨

壷
、

前

蓮
花

更

不
失

。
葬

後

一
七

日
之

間
在

蓮
。

第

八

日
之

暁

失

 
。

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ク 
レ
ト
モ

 

 

 

〔『
大

経

直

談

要

註

記
』

は
、

傍
線

部

を

「悉
散

 

」

と
す

る
。

早
大

本

の

「前
」

は

「散

」

の
草

書
体

か

ら

の
誤

写

で
、

こ

の
前

後

本

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
ソ 
ノ 
ニ 
 
 
 
ス 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ

 

 

 

来

は

「身

骨
蓋

(ま
た

は

「悉

」
)

散

、
蓮

花

更

不
失

」

か
。

版

本

は
、

波
線

部

を

「合

掌
指

端

現

二
生
青

蓮

華

一
董

こ

と

す

る
〕

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

(第

3
伝
)

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

む

 

・
五

八
時

以
未

剋
命

終

。

其

身

上
蓮

花

十

二
葉

・
孔
雀

尾

三

羽
降

下
、

経

半
時

還
昇

天
上
。

 

 

 

〔傍
点

部

は

「葉

」

か
。

版

本

で
は

「蓮

」
〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(第

4
伝
)
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・
葬

後

墓

側
生

四
本

蓮

花
。

青

・
黄

・
赤

・
白

也
。

一
年
半

茂
盛

也

。

其

後
忽

然

不
生

。

東

西
國
折

花

、

干
今

持

之
 

。 

 

 

(第

5
伝

)

 

 

 
 

 

 

 

 
 

む

 

・
其

時

、

二

羽

鵡
、

昨

黄
金

蓮

二
枚

、

置
沙

門

床
。

又
、

住

正
念

向

西
合

掌

遷

化
 
。

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
ク
ワ
ヘテ

 

 

 

〔版

本

は
、

傍

点
部

を

「咋

」

と
す

る
。

早
大

本

の
誤
写
〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(第

8
伝

)

 

・
七

日
午

時

許

、

四
色

蓮
花

廣

一
尺

二
寸
、

降

墓

所
。

経

二
時

、
為

暴

風

飛
昇

天
上

 
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(第

9
伝

)

 

過

半

数

の
伝

に

出

て
く

る
瑞

相

は
、

蓮

華

に
関

す

る
も

の
だ
け

で

は
な

い
。

他

に
音
楽

の
瑞
相

も

、

同
じ

く

五
伝

に
亘

っ
て
、

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

む            む

 

・
至

干
酉

時

、
紫

雲

覆

虚
、

日
光

不
現
。

音

樂

響
雲

、

風
聲

不
接
。

〔版

本

は
、

傍
点

部

を
各

々

「空

」

「交
」

と

す

る
〕 

 

 

(第

1
伝

)

 

 

 
 

 

む

 

・
異

香

満

室

、
音

樂

在

空
。

〔版

本

は
、

傍

点

部
を

「仙

室

」

と

し
、

「空

」

の
下

に

「焉
」

を

入
れ

る
〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

(第

2
伝

)

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

む

 

・
其

終

日
、
紫

雲

所
聲

半
天
、

妙

樂

間

雲

中
。

 

 

 

〔版

本

や

『
大

経

直
談
要

註
記

』

で
は
、

「所

」

ナ

シ
、
傍

点

部

を

「聞

」

と

す

る
。

早
大

本

の
誤

写
〕 

 

 

 

 

 

 

(第

3
伝

)

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

む

 

・
六
十

五
入

滅
。

天
音

樂
有

四
方

、

非

例

雲
満

諸
方

。
衆

人

見
之

、

又
聞

之
 
。

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

ヲ

 

 

 

〔版

本

で

は
、

傍

点
部

「満

」
、

傍
線

部

「聞
レ
之

見
レ
之
」
〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(第

7
伝

)

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
ゆ

 

・
生
年
廿

一
滅
 
。
住
室
異
香

盈
葬
邊
、
音
樂
七

日
之
間
不
終
。

〈右
引
蓮
華
関
係
記
事

の
直
前
〉

 
 
 

〔傍
線
部
、
版
本

に
ナ
シ
。
傍
点
部
、
版
本
で
は

「休
」
、
『
私
聚

百
因
縁
集
』

で
は

「絶
也
」
〕 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

(第
9
伝
)

と
見
ら
れ
た
り
す

る
。

し
か
し
、

い
ず
れ

の
場
合
も
、

「紫
雲
」
や

「異
香
」
と
対
に
な

っ
た
形

で
、
比
較
的
短
く
よ
り
類
型
的
な
語
句

(例

え
ば

『
日
本
往

生
極
楽

記
』
6

に
も

「今
夜

金
光
忽

照
、
紫
雲
自

聾
。
音
楽
遍
空
、
香
気
満
室
」
、
同
9

に
も

「命
終
之

日
、
室
有
香
気
、
空

有
音
楽
」
)

の
中

に
見
ら
れ
る
も

の
ば
か
り
で
、
先

の
蓮
華

の
瑞
相
に
比
べ
る
と
、
総

じ
て
印
象

が
薄

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 

ま
た
、
蓮
華

に
関
す

る
瑞
相

は
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

で
は
全

四
十

二
伝
中
三
伝

(
18

・
41

・
42
、
瑞
相

で
な

い
蓮
華

は

40
に
も
)
、
『
続

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロ

本
朝
往
生
伝
』

で
は
全

四
+
二
伝
中

一
伝

(
40
)
、
『
拾
遺
往
生
伝
』

で
は
全

九
十
四
伝
中
三
伝

(中
3

・
中
6

・
中

33
、
瑞
相

で
な

い
蓮
華

は

『
天
竺
往
生
験
記
』

に
関
す
る
二
、
三
の
覚
書
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上

19

・
中
4
に
も
)
、
な
ど
と
見
え
る
。
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

の
序
に
挙
げ
ら
れ
る
中
国

の

『
浄
土
論
』
往
生
人
相
貌
章

と

『
往
生
西
方
浄
土

瑞
応

剛
伝
』
計

六
十
八
伝

で
は
、
「蓮
華
」
な
ど
数
箇
所

に
見
ら
れ
る
も

の
の
、
蓮
華

の
瑞
相
と
言

い
得

る
も

の
は
ほ
と
ん
ど
検
出

し
難

い
。

こ

れ
ら
他

の
往
生
伝
と

比
較
す
る
に
、
全

九
伝
中
五
伝
に
見
ら
れ
る

『
天
竺
往
生
験
記
』

の
場
合
は
、
圧
倒
的

に
高

い
出
現
頻
度
を
示

し
て
い
る

こ
と
に
も
な

る
。

 
さ
ら

に
、
瑞
相

で
は
な

い
が
、
第
6
伝

に
は
先
引
通
り
、
蓮
華
を
植
え

て
諸
寺
に
供
養

し
て
い
た
と

い
う
話
も
見
ら
れ
た
。
蓮
華

の
瑞
相
が

目
立

っ
て
見
ら
れ

る
こ
と
、
あ

る
い
は
蓮
華

に
関
す
る
記
事
が
多
く
存
す
る
こ
と
は
、
そ

こ
に
如
何
な
る
事
情

・
背
景
が
あ

る

の
か
否
か
今

は

わ
か
ら
な

い
け
れ
ど
も
、
『
天
竺
往
生
験
記
』

の

一
つ
の
傾
向

・
特
徴
と
し
て
注
目
し
て
お

い
て
よ
か
ろ
う
。

 
 
 
 
 

四
 

『
天
竺
往
生
験

記
』
と
現
身
往
生

 
前
節

に
挙
げ

た
諸
事
項
と
同
等
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
に
顕
著
に
見
ら
れ
、
特

に
注
目
す

べ
き

『
天
竺
往
生
験
記
』

の
特
徴
と
し
て
、
そ

の
現

 
 

  
り

身
往
生
と

の
密
接
な
関
係
を
挙
げ

る
こ
と
が

で
き
る
。

 
ま
ず
、
『
天
竺
往
生
験
記
』
全
九
伝

の
う
ち

の
冒
頭
、
第
1
伝
と
第
2
伝

に
、
「
現
身
往
生
」

の
事
例
が
見
え
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。

各
伝

の

全
文
は
、
次

の
通
り
。

・
西
天
竺
有
王
モ

名
日
阿
松
唆

生
年
従
廿
三
相
従
親
僧
賂

、
聞
行
三
時
念
擁

其
三
時

一
農
朝

三

食
後
嗣

黄

三

黄
昏
燃

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

む

 
 

六

十

七

入
滅

。

其

前

三

七

日
之

間

、
夜

臥

合
掌

、
豊

坐

向

西
。

三
七

日
沐

浴

、
第

三
七

日
午
時

、

其
身

不
攣
、

昇

上

空

上
。

至

干
酉

時
、

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

紫

雲

覆
虚

、

日
光

不

現
。

音

樂

響

雲
、

風
聲

不
接
。

永

元
留
身

骨

、

更

不
置

衣

服
。

現
身

往

生
甚

以

不
難

、

只
以
信

心

可

運
視

也

。

 
 

 

〔実

線

部

は
版

本

な

ど

に
な

く
、

術

か
。

傍

点
部

「上
」

は

「去
」

の
誤

写

か

(高

橋

論
文

B
)。

高

橋

論

文

B
所
載

翻
刻

に

は
傍

点
部

 
 

 

「元

」

が
な

く
、

同

論

文

は

「
早
大

本

は

こ

の
否
定

辞

を
脱

し

て
ゐ

る
」

と
す

る
が
、

早
大
本

に

つ
い
て
直

接

確

認

す

る

に
、

確

か

に

3s



 

 

 

「
元
」

が

存

す

る
〕

 

2
中

天
竺

有

一
婆

羅

門
、
名

日
乾

利
。

有

十

三

人

子
。

六
十

三

其
身

従

家

出
、

西

行
十

二
里
、
詣

仙

室

命

終
。

其

在

世

行

儀

、
.
髪

中

巻

籠

一

 

 

 

 

 

 

 

 

 

む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ

 

 
寸

弥
陀

書

像

。

只
鮎
+
五

日
、

面

向

西
方

合

掌

、
念

阿
弥

陀

佛

名
。

其
時

人

入
現
身

性

生
記
。

所

以
者

何
。

命

終

之

日
、

出
家

歩

数

里

、

 

 

至

仙

室
。

莞

散

乱

之

心
、

住

正
念

。

異
香

満

室

、
音

樂

在

空

、

惣
音

特

相

現
上

下
。

諸
方

衆

生
尚

可
念

佛
。

 

 

 

〔傍

点

部

「鮎

」

は
、
『
大
経

直

談

要

註
記

』

で
は

「黙

」
〕

 

「身

体

ヲ
留

メ
テ
、

其

ノ
相

ヲ
現
ハ
ス
」
と

い
う

通
常

の
往

生

に
対

し

て
、

「此

ノ
身

乍

ラ
往
生

」
す

る

こ
と

が

、

「現
身

二
往
生

」

す

る

こ
と

で
あ

っ
て

(『
今

昔

物

語
集

』

巻

十

五
20
、

日
本
古

典

文

学

大

系
)
、

「身

骨

」

も
更

に

「衣

服

」
を

も
留

め

る

こ
と

な

く
、

「
其
身

不
攣

」

し

て
上

空

に
飛

び

昇

っ
た

と

い
う

、

第

1
伝

の
場
合

は
、

確

か

に

「現
身

往

生
」

の
事

例

を
伝

え

た
も

の
と

し

て

理
解

し
得

る
。

『
科

註

天

竺
往

生

験

記
』

も
、

「昇

二
天

上

ご

(版

本

系

統
)

っ
た

と

い
う
行

状

に

つ
い
て

「指

二
現
身

往

生

ノ
相

ご

と

記
す

し

(た

だ

し
、
『
天
竺

往

生

験

記

端

書
』

は

「昇

上

者

指

二
往

生

弓
」

と

す

る

の
み
)
、
例

え

ば
、

「鳥

日
。

若

欲

見
当

乗

我

羽
。

諸

人

乗
其

羽
翼

。

…

…
即

飛
劉

劇
。

指

西
方

而

去
。

…

…
豊

 

む  む  む   

非

現
身

往

生

」

(『
一二
宝

感

応
要

略

録
』

巻

上

17
、

大

正
蔵

、

『
今

昔

物

語
集

』
巻

四

36
等

に
も

同
話
)

や

、

「夢

明

度

乗
黄

金

船

、

飛
空
指

西
方

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

む  む  む  む

而

去

、

後

尋

其

行

 
知

不
所
在

、

疑

是
現

身

往
生

浄

土

 

」

(真

福

寺

蔵
戒

珠
集

『
往
生

浄

土
伝

』

明
度

伝

、
『
塚

本
善

隆

著

作

集

』

第

六
巻

所

収

翻

刻

)

と

い

っ
た

「
現
身
往

生

」

の
事

例

(特

に
傍

線

部

)

と
、

共

通

す

る
と

こ
ろ
も
あ

る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

 

一
方
、

第

2

伝

の
場

合

は
、

な
ぜ

こ
れ
が

「現
身

往

生

」

と

い
う

こ
と

に
な

る

の
か
、

理
解

し
難

い
。

「
其
時

人

入

現
身

往

生

記
。

所

以
者

何

」

(波

線

部

)

と

記

し

た

の
に
続

く

臨

終
時

の
様

態

・
瑞

相

か
ら

は
、
往

生
を

遂
げ

た

こ
と

は
確

か

に
推

知

し
得

る

の
で
あ

ろ
う

が
、

特

に

現

身

往

生

し
た

こ
と

を

示

す
よ

う

な

状

況

を

読

み
取

る

こ
と

は

で

き

な

い
か

ら

で
あ

る
。

右

は
、

早
大

本

に

よ

っ
て
本

文

を

掲

げ

た
も

の
だ

が

、

版
本

の
方

に

は

、

 

 

 

 

 

 

 

ニ
リ

リ
ノ

 
 

ト

 
ノ

ニ
ンテ
ノ

デ
ヘ

ニ

コ
ト

 

ニ

ス

ノ

ノ

 

 

第

二
。

中

天

竺

有

二
一

婆

羅
門

ハ
名

日
二
乾
利

↓
有

二
十

三
人

子

司

六
十

三
 

其
身

従
レ
家

出
、

西

行

廿

二

里
、

詣

二
仙

室

一命

終

。

井
在

世

 

 

『
天
竺
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ハ

 

ニ

 

 ノ

ノ

ヲ

 

ス
ル
ニ

 

ニ

ヲ

 

ニ

 
ン
テ

ス

 
 

ノ

ヲ

 
 

ニ
ハ

テ

カ

ヲ

 
 

ヲ

シ
テ

ニ

 

 
行

儀

、

髪

中
巻

二
籠

一
寸

弥

陀

像

司
唯

鮎

二
十

五

日

「
面

向

西
方

一合

掌

、
念

二
阿
弥

陀

仏

名

一 
。

臨
終

出

二
己
家

一歩

二
数

里

「
住

二
正
念

一

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 

 
念

仏

不
レ
休

。

異

香

満

二
仙

室

「
音

楽

在
レ
空

焉
。

と
、

早
大

本

の

「其

時

人

入
現

身

往
生

記
。

所

以
者

何

」

に

対
応

す

る
記
事

が
見

え
な

い
。

現
身

往
生

し
た

こ
と
を

示

す

よ
う

な

行

状

が
な

い

の

に
同

記
事

の
あ

る

の

は

不
自

然

と
考

え

て
、
版

本

系

の
本

文

が

、

削

除

し
た

の
で
あ

ろ

う
。

結

果

、
版

本

で

は
、

「現

身

往

生

」

の
語
も

消

え

、
現

身

往

生

の
事

例

と

い
う

の
で

は
全

く
な

い
内

容

に
な

っ
て

い
る
。

 

た
だ

し
、

版

本

に
基

づ

き

つ
つ
も
、

早
大

本
系

の
異

本
な

ど

も

参

照

し

て

い
る

『
科

註

天
竺

往

生
験

記
』

で
は

、
根

拠

薄

弱

な

が

ら

、
右

の

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノ

版

本

の
記

事

を

も

「現

身

往

生

」

と

認
定

し
よ
う

と

し

て

い
る
。

傍
線

部

に

つ
い

て
、
科

の
部

分

で

「顕

二
現
身

往

生

相

こ

と

し
た

う

え

で
、

 

 

問

。

乾

利

婆

羅

門

現

身

往

生
、

幽
遠

ナ
リ
。

難

ψ
信

用

噌

如

何

。

答
。

云
云
。

問
。

何
故

二
今

ノ
文

義

ヲ
現
身

往

生

ノ
為
レ
科
ト
耶
。

答
。

任

駆
諸

 

 

師

ノ
釈

㌔。

皆

入
訪
現
身

往

生

ノ
記

く
。

故

二
了
誉

師

・
酉
誉

・
澄

円

及
ヒ
天
台
宗

、

上

ノ
王
子
ト
乾

利

婆

羅

門
ト
、

現
身

往

生

ノ
為

二
証

拠
↓
。

況
ヤ

 

 

諸

師

皆

以
如

レ
此
。

亦

ハ
如

評
端

書

↓
作

者

加

言

又
是

錐
レ
似

二
爾

言

「
現
身

往

生

ノ
意

留

二
此

句

～。

と
注

す

る
。

「上

ノ
王

子
」

は
、

『
天
竺

往

生
験

記

』

冒
頭

に
伝

が
載

る

「
王
子

」

阿
私
多

の
こ
と
。

「端

書

」

は

『
天
竺

往

生

験

記

端

書

』

で
、

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マ
マ
ソ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

「作

者

加

言

」

は

、

同
書

が
右

版

本

第

2
伝

の
傍
線

部

に

つ
い

て

「験

終

者
、

此

十

五
字

作

者
加

言

也

」
と

す

る

の
を

指

す
。

同
書

は
、

現

身

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ハ
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ヲ
 
 ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ミ

往

生

に

触

れ

る

こ
と

な

く

、

上

に
続

け

て

「
言
、

志

二
往

生

行

一数

里
、

井
間
無

二
佗
想

一唯

念

仏

也
。

此

段

又
称

名

往

生
」

と

述

べ

る
。

 

第

2

伝

の
場
合

は
、

な

ぜ

「現
身

往
生

」

と

い
う

こ
と

に
な

る

の
か
、

理
解

に
苦

し
む

の

で
あ

っ
て
、

そ

の
点

、
『
天
竺

往

生

験

記
』

の
問

題

と

し

て
も

現
身

往

生

の
問

題

と

し

て
も

、
さ

ら

に
追
究

し

て

い
く

必

要
が

あ

ろ
う

。

た
だ

、

版
本

の
方

は
と

も

か

く
と

し

て
、

現

に

「其

時

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

む

人

入

現
身

往

生

記
。

所

以
者

何
。

:
…

」

と

記
述

し

て

い
る

(
こ

の
う

ち

「現
身

往

生

記
」

が

い
か
な

る

も

の
を
指

す

の
か
も

、

問

題

で
あ

ろ

う

)

以

上

と

に

か

く

、
『
天
竺

往

生

験

記

』

の
本
来

の
本

文

に

よ

り

近

い
と

見

ら

れ

る

早
大

本

は

、
第

2
伝

を

も

現
身

往

生

の
事

例

と

捉

え

て

い

る

こ
と

に
違

い
は
あ

る
ま

い
。
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ハも
り

 

こ

の
よ
う

に
、
『
天
竺
往
生
験
記

』

の
冒
頭

の
二
伝
が
、
現
身
往
生

の
事
例
と
な

っ
て
い
る
点
、
ま
ず
注
意

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
さ

ら

に
、

そ

の
う
ち

の
第

1
伝
の
末

尾

の
波
線
部

「現
身
往
生
甚

以
不
難
、

只
以
信

心
可
運
視
也
」

に
注
目
さ
れ

る
。
『
科
註
天
竺
往
生
験

記
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヲ 
  
  
 
  
ス

が
、
版

本

の
対
応

記
事

「現
身
往

生
甚

以
不
レ
難
、
唯
以
二
信
心

一応

二
称
念

一也
」
に

つ
い
て
、

「阿
私
陀

王
子
ノ
以
評
現
身
往
生
↓
勧
二
未
来
↓
也
」

「此
ノ
十
六
字
作
者
ノ
加

言
ト
見
タ
リ
」
と
述

べ
る
よ
う

に
、
右
引
波
線

部
は
、
『
天
竺
往
生
験
記
』

の
作
者

が
、
現
身
往
生
を
遂
げ

た
阿
私
多

の
伝

の
末
尾

に
付
言
し
て
、
現
身
往
生

の
難

し
く
な

い
こ
と
、
信
心
す

べ
き

こ
と
を
説

い
て
い
る
よ
う

で
あ

る
。

こ
う
し
た
読
者

に
対
す

る
作
者

の

説

示

の
類

は
、
先

に
も
触
れ
た
、

や

は
り
現
身
往
生

の
事
例

に
な

っ
て

い
る
第
2
伝

の
末
尾

(先
引
実
線
部
)
以
外

に
は
、
見
ら
れ
な

い
。

そ

ん
な
な

か

で
、
殊
更
現
身
往
生
に

つ
い
て

の
説
示
を
付
し
た
と

い
う

の
は
、
現
身
往
生
に
寄

せ
る

『
天
竺
往
生
験
記
』
作
者

の
関
心
が
生
半
可

な
も

の
で
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

 

そ

し
て
、

こ
れ
ら
冒
頭
部
に
お

け
る
現
身
往
生

の
扱

い
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
末
尾
部

に
お
い
て
も

『
天
竺
往
生
験
記
』

は
、
現
身

往
生
に

対
す

る
強

い
関
心
を
窺

わ
せ
て

い
る
。
全
九
伝
を
列
挙

し
た
あ
と

に
、
次

の
記
事

(同
記
事

を
、
『
普
通
唱
導
集
』
は

「奥
書
」
、
『
天
竺
往
生

験
記
端
書
』

は

「惣
結

」
と
称
す

る
)
を
載

せ
て

い
る
。
早
大
本

の
第
五
丁
表
第

一
行
～
同
裏
第
九
行

に
書
写
さ
れ
た
同
記
事

の
全
体
を
掲
げ

る
が
、

不
完
全
な
書

写
に
原
因
す

る
ら
し

い
空
白
な
ど
が
特

に
多
く
見
ら
れ
た
り
す
る
の
で
、
今
回

の
み
、
元

の
行
送

り

の
ま
ま
句
読
点
も
加

え
ず

に
掲
げ

る
こ
と
と
す
る
。

A
中
天
竺
偏
念
阿
弥
随
佛
名
 
往
生
西
方
極
樂
男
女
王
代
代
記

 
目
録
所
載
七
千
五
十
九
人
其
中
日
々
行

一
万
返
念
佛
往
生
千

九
百
十
人
鯨
行
因
不
同
也
或

一
生
之
間
百
返
万
遍
或

一
生
之

 
間
持
五
戒
十
善
廻
向
極
樂
等
也
又
七
千
五
十
中
乍
現
身
往
生

 
人
十
三
人
皆
是
小
角
豆
為
竿
以
修
念
佛
人
也

C
以
前
往
生
験
記
為
収
々
目
録
流
布
如
件
 
 
 
人

 
行
者
若
教
人
令
知
此
旨
五
天
若
干
往
生
新
佛
各
加
護

翌

為
躰
念
佛
心
弥
静
永
不
著
世
事
仮
相
行
儀
姿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
愛

 
更
正
只
奉
慧
来
迎
引
接
親
 
 
 
先
遮
磯
心
厭
之
普
蕪
身
躰

何
況
干
聞
奇
妙
々
々
音
樂
往
生
願
忽
速
也
眼
視
英
曜
之
光
明
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B
西
天
竺

一
向
講
念
阿
弥
施
佛
名
曼
入
往
生
目
録
人
三
万
五
千

 
九
百
人
此
中
毎
月
十
五
日
知
見
 
 
欣
極
樂
往
生
人
七
百
人

毎
日
酉
時
住
日
想
 
禰
念
弥
施
如
来
往
生
百
王
人
也
但
三
万

 
五
千
九
百
人
中
乍
現
 

生
生
人
百
八
十
人
多
是
鳥
変
許
横
作

弥
随
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
5
オ

引
 
 
慧
安
然
也
其
時
躍
難
賀
量
鯨

散
乱
心
念
佛
功
積
歓
行
深
人
也
於
臨
終
時
永
元
鯨
念
散
乱
心

者
也
若
於
極
樂
世
界
作
繋
念
思
惟
道
俗
男
女
相
訪
此
流
 
交

 
 

目
録

往
後
妙
 
 
莫
緩
急
焉
 
 
 
 
・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

」

5
ウ

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ハ 
り

 
右

記

事

は
多

く

の
問

題

を
含

ん

で

い
よ

う
が

、

今

は
特

に
、

二

つ
の
波
線

部

に
注

意

さ

れ

る
。

そ
れ

ら

を
含

む
最

初

の
五

行

(
A
)

と

次

の

五

行

(
B
)

は
、

そ
れ

ぞ

れ
中

天
竺

と

西

天
竺

の
状

況
を

記

し

て

い
る
。

A
の
場
合

ま

ず

、
中

天
竺

の
往
生

人
が

七
千

五
十

九

人

い
る
う

ち

、

毎

日

一
万

遍
念

仏

を

行

じ

て
往
生

し
た
者

が

千
九

百
十

人

い

て
、

そ

の
他

の
者

の
行
業

が

不

同

で
あ

る

こ
と
を

述

べ
る
。

そ

の
う

え

で
、

殊

更

現
身

往

生

し
た
者

の
内

数

を

、
し
か

も

「
七

千

五
十

中

…

…
」
と

総
数

を

態

々
繰

り
返

し
挙
げ

た
う

え

で

示
す

。

B

の
場
合

も

、
同
様

で
あ

る
。

さ

ら

に

C

に
も
、

「現
身

捨

身

往

生

」

(実
線

部
)

と

見
え

る
。

現
身

往

生

に
対

し

て
特
別

な

関
心

を

示

し

て

い
る

こ
と
、

明

ら

か

で
あ

り
、

冒

頭

部

の
二
伝

の
現
身

往

生

の
事

例

と
、

首

尾

呼

応

す

る

こ
と

に
な

ろ

う
。

な

お
、

版

本

の
場
合

、

右

末

尾
記
事

は
、

 

 

 

 

ニ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
ス
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
ス
ル
 
 
 
 
 
ア
リ
 
 
 
 
 
ニ
 
 
ニ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 ヲ
 
 
 
ス
ル

 

 

中

天
竺

偏

念

二
阿
弥

陀

仏
名

号

一往
生

人
、

七

千

五
十

九

人
。

此
内

現
身

往
生

人
十

三

人
。

西

天
竺

一
向

称

二
念

阿
弥

陀

仏

名

号

唱往

生

人
、

 

 

 

 
 

 

 

 

ア
リ
 
 ノ
 
ニ
 
 
 
 
 
 
ス
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
バ
 
 
 
ニ
 
 
 
ラ
 
 ノ
 
ヲ
 
 
 
 
ノ
ソ
コ
ハ
ク
ノ
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 ノ
 
 
 
 
 
 
 セ
ン

 

 

三

万

五
千

九

百

人
。

此

中

現
身

往

生

人

百
八

十

人
也
。

若

人
自

尋

行
者

、
若

教
レ
人
令

レ
知

二
此
事

「
五

天
若

干
往

生

新

仏
、
各

加

二護

助
成

 

 

 

ノ 
 ヲ

 

 

往

生
望

噌 
。

と
簡

略

化

さ

れ

て

い
て
、

余

計

に
現

身

往

生

が

目
立

っ
た
形

に
な

っ
て

い
る
。

 

末

尾

記

事

が
ま

ず

、

中

天

竺

・
西

天
竺

ご

と

の
状

況

を
記

す

(
A

・
B
)

の
は
、
最

初

に

五

天
竺

の
う

ち

の
い
ず

れ

の
人

物

・
話

で
あ

る

か

を

特

に

示
す

、
先

述

の
各

伝

冒

頭

の
形

式

「[
…
]
天
竺
有

(
一
〉
[
…
]
、

名

日
[
…
]
。

…

…
」

と
呼
応

す

る
も

の
と
も

言

え

る

だ

ろ

う

が
、

た

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニ 
ニ

だ

、

『
天
竺

往

生

験

記

端
書

』

が
、

右

の
版
本

の
末

尾

記
事

に

つ
い
て

「問
。

正
釈

具

有

二
五
天

司
今

何

至
二
惣
結

一挙

二
中

西

二
天

一哉

」

と
疑

問
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を
投
げ

掛
け

る
点
、
留
意
さ
れ
る
。
確
か
に
、
『
天
竺
往
生
験
記
』

に
伝

の
載
せ
ら
れ
た
人
物
は
、

こ
れ
も
先
述
通
り
、
五
天
竺
全

て
に
亘

っ

て

い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右

の
末
尾
記
事

は
、
中
天
竺
と
西
天
竺

の
み
取
り
立
て
て
い
る
。

こ
の
件
に

つ
い
て

『
天
竺
往
生
験
記
端
書
』

は
、
上

引
の

「問
」

に
答
え
る
形

で

「答
。

只
是
略
也
」
と
見
る
。
普
通

に
考
え
れ
ば
そ
う

い
う

こ
と

に
な
ろ
う
が
、
た
だ
、
現
身
往
生

の
観

点
か
ら

ま
た
別

の
見
方

も
可
能
か

も
し
れ
な

い
。
『
天
竺
往
生
験
記
』
全
九
伝

の
う
ち
現
身
往
生

の
事
例
を
伝
え
る

の
は
、
先
述
通
り
冒
頭

の
二

伝

の
み
な

の
だ
が
、
そ
れ
ら
が
西

天
竺

の
阿
私
多
と
中
天
竺

の
乾
利

の
伝

で
あ

る
こ
と
に
注
意
さ

れ
る
。

冒
頭
部

に
掲
げ

ら
れ

る
、
西
天
竺
と

中
天
竺

の
現
身
往
生

の
具
体
例
に
対
応

し
て
、
末
尾
記
事

で
は
、
そ
れ
ら
二
天
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
各

々
の
中

で

の
現
身
往
生
人

の
数
に
特

に

言
及
さ
れ

て

い
る
、
と

い
う
よ
う

に
見

る
こ
と
が
可
能

で
は
な

か
ろ
う
か
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
天
竺
往
生
験
記
』

の
現
身
往
生

に
対
す

る
関

心

・
注

目
が
、

一
層

の
こ
と

、
首
尾

一
貫
し
た
、
作
品
全
体
を
覆

う
も

の
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と

に
な

ろ
う
。

 
『
為
盛

発
心
因
縁
集
』

は
、
「天
親
菩
薩

ノ
記
録

シ
タ

マ
ウ

五
天
竺

ノ
往
生
記

ニ
イ

ハ
ク
、
西
天
竺

ノ
阿
私
多

王
子
、
有
漏

ノ
稼
身

ヲ
ス
テ

ス

シ
テ
、

現
身

二
西
方

ニ
ト
フ
。
中

天
竺

ノ
波
羅
門
乾
陀
梨
、
現
身

二
往
生

ス
。
南

天
竺
沙
弥
悉
多
、
現
身

二
往
生

ス
。
北

天
竺

ノ
童
子
王
珍
、

現
身

二
往
生

ス
」
と
す

る
が
、
『
天
竺
往
生
験
記
』
が

現
身
往
生

の
事
例
と
し
て
挙
げ

て
い
る
の
は
、

阿
私
多

と
乾
利

(乾
陀
梨

)
だ
け

で
あ

る
。

そ
れ
以
外

の
傍
線

部

の
二
人

の
伝

(第

4

・
9
伝
)
は
共
に
、
前
節
に
引
用

し
た
通
り
、
末

尾
あ

る
い
は
末
尾
付
近
に
、
蓮
花
ま
た

は
孔

雀

の
尾

羽
に

つ
い
て

「還
昇
天
上

」
「
飛
昇

天
上
 
」
と

い
う
記
事
を
置

い
て
い
る
。

こ
れ
を
、

「
現
身

二
西
方

ニ
ト
フ
」
と

い
う
行
状
を
見
せ

た
阿
私
多
と
同
様

の
、
傍
線
部
の
二
人

の
現
身
往
生
を
示
す
も

の
と
誤
解
し
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
う

し
た
誤
解

が
生
じ

る
の
も
、
『
天

竺
往
生
験
記
』

と
現
身

往
生
と
い
う
も

の
と

の
密
接
な
関
係
が
あ

っ
た

か
ら

こ
そ
だ
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、

小
稿
冒
頭
に
触
れ

た
、
『
拾
遺
往

生
伝
』
が

『
天
竺

往
生
験
記
』
を
参
照

し
て

い
る
と

い
う

の
も
、

「但
天
竺
往
生

記
、
載

現
身

往
生
之
人
」

(巻
上

1
)
と
、
同

書
が
現
身
往
生
を
特

に
取
り
上
げ

て
い
る
こ
と

に
よ

る
。

 
と

こ
ろ
で
、
『
日
本
往
生
極
楽

記
』

で
も
現
身
往
生

( 
解
往
生
)

の
事
例
が

28
薬
蓮
伝

に
見
ら
れ

る
ほ
か
、
同
書

冒
頭
に
置
か
れ
た
聖
徳
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太

子
伝

に
も
現
身
往
生

( 
解
往
生
)

と
し
て
捉

え
得

る
部

分
が
窺
え

る
。
そ

の
う
ち
薬
蓮
伝
は

『
今
昔
物
語
集
』
巻

十
五

20
に
取
り
入
れ
ら

れ
、
そ

の
現
身
往
生
を

め
ぐ

っ
て
の
懐
疑
的
な
編
者

の
見
解

が
示
さ

れ
て
い
る
。
『
拾
遺
往
生
伝
』
も
、
右

の
巻

上
1
に
お

い
て
、
『
天
竺
往
生

験
記
』
を
論
拠

の

一
つ
と

し
て
善
仲

・
善
算

を

「現
身
往
生
之
人
」

と
認
定
し
て
い
る
し
、
巻
上

15
に
も
現
身
往
生

( 
解
往
生
)

の
事
例
を

載

せ
て

い
る
。

そ

の
他
、
『
左
経
記
』

長
元
七
年
九
月
十
日
条

に
も
現
身
往
生

( 
解
往
生
)

の
事
例
が
見
ら
れ
る
し
、
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』

(荻
野

三
七
彦
校
定
刊
本
)

に
は
聖
徳
太

子

の
諸

王
子
等

の

「現
身
往
生
」
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
平
安
中
期
頃
か
ら
、
現
身

往

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハリ
リ

生
と

い
う
も

の
に
言
及

し
た
り
、
そ

の
事
例
を
採
録

し
た
り
す

る
文
献
が
、
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。

ほ
ぼ
同

じ
頃
、
『
拾
遺
往
生

伝
』
以
前

に
は
成
立

し
て
い
た

『
天
竺
往
生
験
記
』

が
、
右

の
通
り
現
身
往
生
に
特

に
強

い
関
心
を
寄
せ
て

い
る
の
は
、

そ
う
し
た
時
代

の
流

行
を
反
映

し
た
も

の
で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。

と
同
時

に
、
そ
ん
な
時
代

に
あ

っ
て
も
、

こ
の

『
天
竺
往
生
験
記
』

ほ
ど
に
大
き
く
現
身
往
生

が
作
品
を
覆

つ
て

い
る
も

の
は
見
当

ら
ず
、
そ

の
現
身
往
生
と

の
関
係

は
、
同
時
代

の
中

で
も
か
な
り
突
出
し
た
、
同
書

の
大
き
な
特
徴

で
あ

る
と
認

め
ら
れ
よ

う
。
あ

る

い
は
、

そ
う

い
う
作

品
が
出
現
す
る
と

こ
ろ
に
、
現
身
往
生

に
対
す
る
当
時

の
人

々
の
意
識

の
盛

り
上
が

り
を
よ

り
強
く
感

じ
取

る

こ
と
も

で
き
よ
う
か
。
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以
上
、

日
本

で
偽
作
さ
れ
た
と
覚

し

い
天
親
菩
薩

作
と

い
う
小
さ
な
往
生
伝

『
天
竺
往
生
験
記
』

に

つ
い
て
、
偶

々
気
付

い
た
点
な

ど
を
あ

れ

こ
れ
、

羅
列
的

に
メ

モ
し
て
き
た
。

日
本

の
往
生
伝

の
流

れ

の
中

で
同
書
を
ど
う
位
置
付

け
る
べ
き

か
と

い

っ
た
問
題

に
向
け

て
の
、
細
や

か
な

一
つ
の
出
発
点

と
で
も
な
れ
ば
幸

い
で
あ

る
。
無
論
、

そ
う
し
た
大
き
な
問
題

の
検
討

の
た
め
に
は
、
今
後

い
く

つ
も

の
課
題

の
克

服
が

必
要

で
あ
ろ
う
。
高

橋
論
文

B
に
示
唆

さ
れ

て
い
る
、
よ
り
正
確
な
本
文

の
獲
得
は
、
中

で
も
極
め

て
基
礎
的

で
重
要
な
課
題

の

一
つ
で
あ
る

に
違

い
な

い
。
今

回
、

明
治
期

の
書
写

で
あ
る
早
大
本
に

つ
い
て
、
天
治

二
年
智
印
書
写
本
に
連
な
る
も

の
で
あ
る

こ
と
が
判
明

し
た
が
、
例

え
ば
、

そ

の
天
治

二
年
智
印
書
写
本

の
本
文
を
よ
り
正
確
に
伝
え

る
古
写
本

の
出
現
な
ど
を
期
待

し
た

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。



 

な

お
、
智

印

が

『
天

竺

往
生
験

記

』
と

同
時

期

に
書

写

し

て

い
た

か

と
見

ら

れ

る

『
僧

妙
達

蘇

生

注

記
』

は
、
東

寺
観

智

院

旧
蔵

『
三
宝

絵
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハリ
ね

に
付

さ

れ

た

「妙

達

和

尚

ノ
入
定

シ

テ

ヨ
ミ

ガ

ヘ
リ

タ

ル
記
」

と

の
関

係

な

ど

注

目
さ

れ

て

い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

ま

た
、

や

は

り

智

印

が

『
天
竺

往

生

験

記

』

と

同
時
期

に

書

写

し

た

『
三
州

俗

聖
超

請

十

二
箇

條
』

も
、

和
歌

十

五
首

と
説

話

少

々
を

含

ん

で

い
て
、

な

か

な

か

興
味

深

い
作

品

の
よ
う

に
思

わ

れ
る
。

今

は
何

も
わ

か
ら

な

い
が

、

こ
れ

ら

三
書

を

天
治

二
年

に
次

々
と

書

写

し

た
か

と

見

ら
れ

る
智

印

と

い
う
人

物

に

つ
い

て
も

、

今

後

注
意

し
て

い
く

こ
と

と

し
た

い
。

、

(
・
)
例
え
ば
藤
堂
祐
範

「袋
中
良
定
上
人
伝
」

(『
欝

浄
土
教
文
化
史
論
』
山
喜
房
仏
書
替

毘

)

に
越

ご
く
簡
略
に
触
れ
ら
れ
て
い
喬

(2
)
寛
永

六
年
版

・
元
禄
七
年
版
は
大
正
大
学
図
書
館
蔵
本
、
正
保
二
年
版
は
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
、
承
応
三
年
版

は
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本

 

に
、
各

々
拠
る
。
大
正
大
学

図
書
館
蔵
寛
永
六
年
版
に

つ
い
て
は
、
前
掲
横
山
重

『
琉
球
神
道
記

弁
蓮
社
袋
中
集
』
に
簡
略
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
寛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

む                  む

 

永

六
年
版
と
他
版

の
相
違
は
、
例
え
ば
寛
永
六
年
版

「阿
私
多
」
他
版

「阿
私
陀
」
な
ど
。

(3
)
高
橋
論
文
B
に
は
、
版
本
な
ど
と
対
照
さ
せ
た
形
で
、
早
大
本

の
全
文
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
中

に
も
細
部

の
誤
写
な
ど
が
か
な
り
見
ら
れ

 

る
よ
う
で
あ
る
。
小
稿
の
以
下
の
早
大
本

の
引
用
箇
所
が
、
高
橋
論
文
の
所
載
本
文
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
の
は
、

一
つ

一
つ
確
認
し
た
結

果
で
あ

 

る
。
早
大
本

の
本
文
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
全
体
を
提
示
す
る
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

(4
)
『
普
通
唱
導
集
』
の
引
用
は
、
村
山
修

一
『
古
代
仏
教

の
中
世
的
展
開
』

(法
蔵
館
、
昭

51
)
所
載
翻
刻
に
拠
る
。

(5
)
他
上
洵

一

「古
代
1
ー

説
話
文
学

の
開
花
」
(『
説
話
文
学
の
世
界
』
世
界
思
想
社
、
昭

62
)
や
小
原
仁

「摂
関

・
院
政
期

に
お
け
る
本
朝
意
識
の
構

 

造
」

(『
日
本
古
代
中
世
史
論
考
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
62
)
、
参
照
。

(6
)

以
下
の

『
天
竺
往
生
験
記
』

の
引
用
は
、
基
本
的
に
早
大
本
に
拠
り

(単
純
な
誤
写
で
再
現
し
難

い
よ
う
な
字
を
適
宜
改
め
た
場
合
が
あ
る
)
、
必

 

要
に
応
じ
て

(全

て
で
は
な

い
)
、
版
本
な
ど
と
の
相
違

に

つ
い
て

〔

〕
内
に
注
記
し
た
。

早
大
本
と
版
本

で
は
、
第
8
伝
と
第
9
伝

の
順
序
が
逆

 

に
な

っ
て
い
る
が

(高
橋
論
文
指
摘
)
、
そ
れ
も
早
大
本
の
方
に
従

っ
て
い
る
。
他
の
各
往
生
伝

の
引
用
は
、

「日
本
思
想
大
系
」
に
拠
る
。
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(7
)
現
身
往
生

に

つ
い
て
は
、

「
〈現
身
往
生
〉

の
流
行
と
思
想
」
(『
国
語
国
文
』

56
1
2
、
昭
62
)
「太
子
の
屍
1

『
本
朝
神
仙
伝
』
と
往
生
伝
」

(『
国

 

語
国
文
』
57
1

10
、
昭

63
)
あ
る
い
は
最
近

の

「浄
土
教
思
想
と
女
性
-
恵
信
尼

の
極
楽
往
生
」
(『解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
十
六
年
六
月
号
)
と
い

っ
た

 

拙
稿
に
て
若
干

の
検
討
を
加
え
て
お
り
、
『
天
竺
往
生
験
記
』
と
現
身
往
生
の
問
題
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
種

々
の
点
で
不
充
分

で
あ

っ
て
、
小
稿

 

は
そ

の
補
訂
版
と
し
て
の
意
味
を
も
持

つ

(右
拙
稿
の
中
で
取
り
上
げ
た

『
古
今
著
聞
集
』
巻

二
第
21
話
に

つ
い
て
は
、
片
岡
了

「即
身
成
仏
と
往
生

 

-
古
今
著
聞
集
巻

二
第
二

一
話
ー
」

(『
高
野
山
大
学
国
語
国
文
』

23
～

26
合
併
号
、
平

13
>
と

い
う
最
近

の
論
考
が
存
す
る
)。
『
天
竺
往
生
験
記
端

 

書
』
が
、

「現
身
往
生
」
に

つ
い
て

「此
義
不
審
也
」
と
し
て
種

々
の
疑
問
点
を
挙
げ

て
い
る
こ
と
も
、
右
拙
稿
に
述

べ
て
い
る
。
今
後
、
現
身
往
生

 

の
事
例
を
さ
ら
に
収
集
し
、
そ
の
捉
え
方
の
変
遷
と
い
っ
た
問
題

に
も

一
層
の
検
討
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
『
直
談
因
縁
集
』
巻

 

三

14
が
津
戸
三
郎
為
盛
を

「現
身
往
生
」
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
が
、

一
体
な
ぜ
そ
う
い
う
捉
え
方
が
な
さ
れ
る
の
か
な
ど
、
考
察
を
要
す
る
。
な

 

お
、
実
海

の
著
作
、
蓬
左
文
庫
蔵

『
小
阿
弥
陀
経
私
抄
』
に
現
身
往
生
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
こ
と
、
廣
田
哲
通

『
中
世
法
華
経
注
釈
書

の
研
究
』

 
 
(笠
間
書
院
、
平
5
)
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

(三
〇
七
頁
)、
未
見

(蓬
左
文
庫
蔵

『
小
阿
弥
陀
経
私
抄
』
に

つ
い
て
は
、
高
橋
伸
幸

「『
小
阿
弥
陀

 

経
私
抄
』
所
引

の
和
歌
と
説
話
」
も
あ
る
、
『
仏
教
文
学
』

12
所
収
、
昭
63
)。
因
み
に
、
叡
山
文
庫
真
如
蔵

の

『
小
阿
弥
陀
経
見
聞
』

(5

・
31

・
勉
)

 

は
、
右
諸
論
に
言
及
な
い
が
、
蓬
左
文
庫
蔵
本
と
同

一
の
実
海
著
作

の
写
本
で
あ
る
ら
し
い
。
た
だ
し
、
本
文
に
種

々
相
違
が
あ
り
、
現
身
往
生

に
つ

 

い
て
の
記
事
も
見
当
ら
な

い
。
両
伝
本

の
対
照
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
叡
山
文
庫
本
は
、
室
町
末
頃
の
写
本

で
、
縦
二
六

・
八
糎

×
横

二
〇

・
六
糎

の
茶

 

色
前
表
紙

の
中
央
に
外
題

「小
阿
弥
陀
経
見
聞
」

(朱
書
)、
内
題

「小
阿
弥
陀
経
私
」、
も
と
列
帖
装
、
墨
付
八
三
丁
、
内
題

下
著
者
名

・奥
書
な
し
。

 

叡
山
文
庫
調
査
会
の
悉
皆
調
査

の
中
で
偶
目
し
た
も

の
で
あ
る
。

(8
)
『
天
竺
往
生
験
記
端
書
』
は
、
『
天
竺
往
生
験
記
』
が
立
伝
す
る
九
人
の
階
層
を
、
い
わ
ゆ
る
四
姓

(刹
利

・
婆
羅
門

・
毘
舎

・
首
陀
)
に
あ
て
は
め

 

て
説
明
し
よ
う
と
し
、
そ

の
中

で

「第

一
・
第
二
即
刹
利

・
バ
ラ
門
」
と
記
す
。
確
か
に
、
第
1
伝
の
王
子

・
阿
私
多
と
第
2
伝
の
婆
羅
門

・
乾
利

の

 

二
伝
が
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
、
四
姓

の
上
位
を
配
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
現
身
往
生

の
事
例
が
冒
頭
に
並
ん
だ

の
は
偶
然

 

の
所
産
と
い
う

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

(9
)
例
え
ば
、

「目
録
」
「往
生
目
録
」
が
三
箇
所
に
見
え
る
点
、
注
意
さ
れ
る
。
山
崎
誠
氏
は
、
和
漢
比
較
文
学
会
第
人
十
三
回
例
会

(平
成
十
六
年
四
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月
二
十
四
日
、
於
佛
教
大
学
)
に
お
け
る
口
頭
発
表

「算
博
士
三
善
家
と
往
生
伝
」
の
中

で
、
醍
醐
寺
本

『
転
法
輪
秘
伝
』
な
ど
に
見
え
る

「伝
記
目

 

録
」
に
注
目
さ

れ
た
が
、
そ
れ
ら
と
も
関
係
す
る
面
が
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
高
橋
論
文

B
に
比
較
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、

こ
の
末
尾
記
事

は
、

 
 
『
普
通
唱
導
集
』
な
ど
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(
10
)
以
上
、
注
7
拙
稿
な
ど
参
照
。

(
11
)
竹
居
明
男

「『僧
妙
達
蘇

生
注
記
』

の
基
礎
的
考
察
」
(『
国
書
逸
文
研
究
』
14
、
昭

59
)
や
田
辺
秀
夫

「『
妙
達
和
尚
ノ
入
定

シ
テ

ヨ
ミ
ガ

ヘ
リ
タ
ル

 

記
』
に

つ
い
て
」
(新
日
本
古
典
文
学
大
系
31
所
載
)、
参
照
。

付
記
 
貴
重
図
書

の
閲
覧
を
ご

許
可
頂
き
ま
し
た
檀
王
法
林
寺

・
大
谷
大
学
図
書
館

・
京
都
大
学
付
属
図
書
館

・
大
正
大
学
図
書
館

・
早
稲

田
大
学
図
書
館

 
 
に
対
し
ま
し
て
、
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
引
用
の
際
に
は
、
基
本
的
に
は
、
通
行
字
体
に
改
め
た
り
句
読
点
を
付
し
た
り
し
て
い
る
。

*

『
女
子
大

国
文

』
前

号
収
載

拙

稿

「魂

を

飛
ば

す
仙
人

小
野
篁
1

『
本

朝
列
仙
伝

』
贅
注
1

」
補
足

 

例

え
ば

『
雍
州

府
志
』

(新
修

京
都

叢
書
)

巻

四

の

「
法
城
寺

」
項

に

 
 

リ

 
 
ノ
ノ

 

 

 
ニ
 

 
ノ

 

 

 

 

 

 
ヲ
 

 
ゆ
ニ
 

 
 
テ

ニ
 
 
ヲ

 

 
ニ
 

ノ
 

 
 
ト

 

 

 
ト

 
 
ハ
 

テ

ノ

 
ト

 
ナ
リ

 
 

在

二
五
條

橋
東

北

中
嶋
↓
安

倍
晴

明
祈

二
河
水

氾
溢

「
水
立

流
去
。

依
レ
之
建

二
寺
於

河
辺

「
号
二
法

城
寺

噌為

二
地
鎮

一。

言
水

去
成
レ
土
之

義
也
。

晴

明
死

 
 

ニ

ル

ノ
ニ

 
ニ
ス

 

 

ト

 
 

後
葬

二
斯
寺

↓
世
称

二晴
明

塚

司 

・

と

見
え

る
、

か

つ
て
五
条
橋
に

あ

っ
た
中
島

や
、
そ

こ
に
建

て
ら
れ

て

い
た
法

城
寺

そ

し
て
晴

明
塚

に

つ
い
て
は
、
川
嶋

将
生

「法
城

寺
と

五
条

橋
-

洛
中

洛

外

図
屏

風

の
点

景
1

」
(『
中

世

京
都
文

化

の
周
縁
』

思
文
閣

出
版
、

平
4
)
瀬

田
勝
哉

「失

わ
れ

た
五
条

橋
中
島
」

(『
洛
中
洛

外

の
群
像

』
平

凡
社
、
平

6
)

下
坂
守

「法

城
寺

・
晴
明

塚
考
-

五
条

河

原

・
清

水
坂

に
生

き
た

人

々
の
信
仰
ー

」

(
『
描

か
れ
た

日
本

の
中
世
』
法

蔵
館
、

平

15
)
山

田
邦

和

「鴨

川

の
治

水
神
」

(『
花

園

大
学
文
学

部
紀

要
』

32
、
平

12
)
あ

る

い
は

『
安

倍

晴
明

の
虚

像
と
実

像
』

(
大
阪

人
権

博
物
館

発
行

図
録
、

平

15
)

収
載

の
村

上
紀

夫

「『
安

倍
晴

明

伝

説
』
考
」

や

田
中
貴

子

「安

倍
晴

明
と
被

差
別

民
」

に

て
検

討

・
考

察

が
な
さ

れ

て

い
る
。

そ

の
う

ち
瀬

田
論
文

は
、

『
花

洛

名
勝

図

会

』

(
日
本
名

所

風
俗

図
会
)
が

『
水

月
集
』
巻

二
十

三
か
ら

引
用
す

る
永
禄

九
年

(
一
五

六
六
)

の
五
条
橋

造
立
勧

進
帳

に
言

及
す

る
が

、

そ

の
後

、
同
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『
天
竺
往
生
験
記
』

に
関
す
る
二
、
三

の
覚
書



勧
進
帳

の
原
本
が
発
見
さ
れ
京
都
国
立
博
物
館

の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
こ
と
、
下
坂
論
文
に
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
本
は
、
平
成
十
六
年
三
月

二
日
～
四
月
四
日
に
同
博
物
館
に
て
展
観
さ
れ
た
。
ま
た
、
よ
り
早
く
平
成
十
四
年
十
月
に
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

で
も
展
観
さ
れ

(独
立
行
政
法
人
国
立

博
物
館

・
国
立
美
術
館
巡
回
展
)
、
そ
の
図
録

『
水
辺
の
風
景
』
に
全
体

の
カ
ラ
ー
写
真
と
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 

そ
の

『
平
安
城
五
条
橋
造
立
勧
進
帳
』
は
、
巻

子
本

一
巻
。
筆
者
は
、

「筆
跡
か
ら
見
て
、
伝
承
通
り
青
蓮
院
尊
純
法
親
王
と
判
定
さ
れ
る
」

(下
坂
論

文
)
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず

は
以
下
に
、
全
文
を
掲
げ
て
お

こ
う
。
直
接
実
見
し
た
際

の
メ
モ
を
も
と
に
、
右

図
録

『
水
辺
の
風
景
』

に
て
確

認
し
、
さ
ら

に
、
『
花
洛
名
勝
図
会
』

の
引
用
を
も
参
照
し

つ
つ
、
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
改
行
は
元
の
ま
ま
で
、
行
頭
に
番
号
を
付
し
た
。

1
勧
進
沙
門
 
敬
白

2
 
請
殊
催
遠
近
之
施
主
受
都
鄙

3
 
之
懇
篤
山
城
国
平
安
城
五
條
之
橋

4
 
造
立
之
状

5
夫
切
利
之
宮
裏
金
銀
水
精
之
橋
懸

6
雲
路
釈
迦
如
来
送
下
天
銀
河
之
波
上

7
鳥
鵠
紅
葉
之
橋
置
翅
牽
牛
織
女
之

8
成
歓
会
 
愛
五
條
橋
者
恭

9
嵯
峨
天
皇
勅
定
⇔

一
百
余
間
之
橋
梁

10
続
東
西
之
大
路
雁
行
横
月
浦
貴
賎

11
列
紅
白
之
挟
虹
影
臥
江
流
往
還
之
纈

12
素
轟
歩
焉
中
嶋
有

一
宇
之
閣
台

13
以
水
去
都
因
縁
号
法
城
寺
小
野
篁

14
魂
神

、
幽
途
脱
置
沓
於
此
戸
自
爾

15
干
蘭
之
斎
会
六
趣
之
廻
向
無
解
光

16
源
氏
之
停
車
尋
花
之
主
夕
顔
之
宿

17
旧
跡
屡
草
滋
流
之
末
者
河
原
院
移

18
陸
奥
千
賀
塩
竈
朝
夕
之
眺
望
今

19
残
人
家
之
煙
誠
其
地
勝
絶
分

20
景
趣
幽
奇
者
歎
然
而
先
年
洪

21
水
之
刻
橋
柱
流
落
往
来
之
人
浸

22
裾
於
水
上
下
之
輩
湿
袖
於
浪
依
之

23
催
諸
人
之
奉
加
成
造
立
之
企
伝
聞

24
自
然
居
士
同
東
岸
居
士
勧
人
被

錘

之

云
々
上
代
既
受
男
女
之
芳
情

26
末
世
猶
以
可
仰
檀
信
之
懇
志
乎

27
不
謂
軽
重
不
論
多
少
施
財
産

28
以
此
結
縁
早
渡
生
死
愛
河
至
浬

29
藥
岸
香
城
者
七
重
橋
津
如
画

30
浄
刹
者
四
辺
階
道
篁
玉
浄
稼
之

31
所
居
終
同
之
況
善
根
之
花
報
者

32
先
立
感
今
生
爾
者
寿
福
栄
耀

33
任
意
傍
勧
進
之
状
如
件

3435
 
 
永
禄
九
年
四
月
日
 
沙
門
敬
白

切
利
天
の
橋
と
鵠

の
橋

の
こ
と
か
ら
書
き
出
し
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嵯
峨
天
皇

の

「勅
定
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る

(8
～
9
)
。
五
条

橋
の
状
況
や

「夕
顔
之
宿
」
「河
原
院
」
な
ど
そ
の
周
辺
の
情
景
が
し
ば
ら
く
叙
述
さ
れ
た
あ
と
、
先
年

の
洪
水

で
橋
が
流
さ
れ
た

こ
と
が
述
べ
ら
れ

(20

4s



～

22
)
、
造
立

の
た

め
の
喜
捨
が

呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
「先
年
洪
水
」

(20
～
21
)
に

つ
い
て
は
、
右
図
録

『
水

辺
の
風
景
』
に

「京
都

は
永
禄
七
年

(
一
五
六
四
)
七
月
二
日
、
洪
水

に
み
ま
わ
れ
た
」
と
指
摘
す
る
。

 

12
～

13
の
波
線
部
に
、
先
引

『
雍
州
府
志
』
に
見
え
る
の
と
同
じ
中
島

・
法
城
寺
に
言
及
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
法
城
寺

の
寺
号
に

つ
い
て
、

「水
去
都
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

す
な
わ
ち

「水
、
都

(城
)
を
去

る
」

(「法
」
の
偏

「水
」
+
勇

「去
」
+

「城
」、
3
に

「平
安
城
五
條
之
橋
」
)
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
説
く

の
は
、

『
雍
州
府
志
』

の

「水
去
成
土
」

(
「法
」

の
偏

「水
」
+
勇

「去
」
+

「城
」
の
勇

「成
」
+
偏

「土
」)
と
少

々
異
な
る
。
従
来
知
ら
れ
て
い
る
同
様

の

記
事

は
い
ず
れ
も
、

「自
然
居
士

住
東
山
雲
居
寺
法
城
寺
之
両
寺
。
蓋
法
城
之
二
字
。
去
水
成
土
之
義
」

(『
日
本
名
僧
伝
』
続
群
書
類
従
)
「五
条

の
橋
を

渡
。
中
島

有
。
法
城
寺
と
い
へ
り
。
水
去
て
土
と
成
と
い
ふ
心
也
」

(『
中
書
家
久
公
御
上
京
日
記
』
天
正
三
年
四
月
二
十
八
日
、
九
州
史
料
叢
書
)
と
、

『
雍
州
府
志
』

の
方
と

一
致
す
る
。

 
そ
し
て
、
勧
進
帳

で
は
晴
明
は
全
く
出
て
こ
な

い
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
よ
う
に
、
続
く
実
線
部
に
小
野
篁
が
登
場
す
る
。
そ

の
実
線
部
は
、
篁

の
冥
途
通

い
説
話
に
関
す
る
記
事

で
あ
る
に
違

い
な
い
。
右
諸
論
の
う
ち
で
は
、
こ
の
篁

の
記
事
に
言
及
し
て
い
る
の
は
下
坂
論
文
の
み
で
、
そ
の
下
坂
論
文
も
、
そ

れ
を
目
的

と
し
た
も

の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
当
然
だ
が
、
同
記
事
自
体
に
特
に
検
討
を
加
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

し
か
し
、
篁
説
話
の
問
題
と
し
て
注

目
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

 
実
線
部

中
の

「此
所
」
は
法
城
寺

(あ
る
い
は
中
島
)
を
指
す
に
違

い
な
く
、
篁

の
冥
途
通
い
説
話

の
舞
台
と
し
て
は
、
珍
皇
寺

(死
の
六
道
)
や
嵯
峨

野
の
生

の
六
道

が
有
名
だ
が
、
実

線
部

の
よ
う
な
法
城
寺
を
舞
台
と
し
た
伝
承
は
、
他
に
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
そ

の
点
に
お
い
て
、
特
に
注
目
さ
れ
る
。

も

つ
と
も
、
法
城
寺
を
舞
台
と
し
た
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
伝
承
が
、
ど

の
程
度
流
布
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
ず
、
勧
進
帳
は
先
述
通
り
、
法
城
寺

の
寺
号
に
関
し
て
他

の
文
献
に
見
え

る
の
と
は
少

々
異
な
る
内
容
を
示
し
て
お
り
、
篁

の
伝
承
に

つ
い
て
も
、
必
ず
し
も

一
般
的

で
な
か

っ
た
も

の
を
載
せ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば

『
中
書
家
久
公
御
上
京
日
記
』
は
、
右
引
部
直
後
に
珍
皇
寺
の
篁
伝
承
に
言
及
す
る
が
、
法
城
寺

の
そ
れ
に
は
触
れ
な

い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
法
城
寺

に
な
ぜ
、
篁
の
冥
途
通

い
関
係

の
伝
承
が
発
生
し
た
の
か
、
そ
の
要
因
に

つ
い
て
は
色

々
と
推
測
さ
せ
ら
れ
る
。

 
先

の
勧
進
帳

の
実
線
部
に
続
く
箇
所

「自
爾
干
蘭
之
斎
会
六
趣
之
廻
向
無
憔
」
ま
で
含
め
て
、
そ
の
伝

承
と
信
仰
が
ま
さ
に
珍
皇
寺
を
想
起
さ
せ
る
よ
う

な
内
容

に
な

っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
ま
ず
は
、
そ

の
珍
皇
寺
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
す
ぐ
に
気
付
か
れ
る
の
は
、
両
寺

の
地
理
的
な
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む  む  む

近
さ
。

例

え
ば
、

謡
曲

『
熊

野
』

(
日
本
古
典

文
学
大

系
)

の
有

名
な

一
節

に

「
川
原

表
を
過
ぎ
行

け
ば
、
急

ぐ
心

の
程

も
な
く

、
車
大

路

や

六
波
羅

の
、

地
蔵

堂

よ
と

伏

し
拝

む
、

観
音

も
同
座

あ

り
、
關
提

救
世

の
、
方

便
あ

ら

た
に
、
た
ら

ち
ね
を
守

り
給

へ
や
、

げ

に
や
守

り

の
末
直

に
、
頼

む
命

は
白

玉

 
 

む  む  む  む

の
、
愛
宕

の
寺

も

う
ち
過
ぎ

ぬ
、
六
道

の
辻
と

か
や
、
:
 

」
と
あ
る

よ
う

に
、
五
条
橋

か
ら
東

へ
と
延
び

る
道

を
そ

の
ま
ま

に
進

め
ば

程
な

く
、
珍
皇

寺

(
「
愛
宕

の
寺

」
)

へ
至

る

の
で
あ

る
。

単

に
距
離
な

ど

の
問

題
だ

け

で
な

い
地
理
的
な

近
さ

が
要
因

と
な

っ
て
、
そ

の
間

の
詳
細
な
事

情

は
わ

か
ら
な

い
も

の

の
、
珍

皇
寺

に

お
け
る
篁
伝

承
が
法

城
寺

に
飛

び
火

し
、
そ

こ
に
派

生
的

に
篁
伝

承
が
誕
生

す
る

こ
と
に
な

っ
た

と
、
基

本
的

に
は
そ

う
考

え
ら
れ

る

か

と
思

わ

れ
る
。
他

に
も

、
珍
皇
寺

と
法

城
寺
と

の
間

に
何

か
特

別
な
関

係
が
あ

っ
た
と

い
う

よ
う
な

こ
と
な

ど
も
、
可
能
性

と
し

て
考

え
ら

れ

よ
う

が
、
今

は

わ

か
ら
な

い
。

ま

た
、
下
坂

論
文
も

勧
進
帳

の
実
線
部

前
後

を
挙
げ

て

「
五
条
中

島
も
ま

た
冥
界
と
接
す

る
場
所

と
信

じ
ら
れ

て

い
た

の
で
あ
る

」
と
述

べ
る
が
、
例

え
ば

瀬

田
橋

か
ら
俵
藤
太

が
龍
宮

へ
行

っ
た

と
さ
れ

る

こ
と

か
ら
窺

え
る

よ
う
な
、
橋
あ

る

い
は

そ

の
周

辺

の
有

す

る
、
異
界

へ
の
入

口
と

し

て

の
イ

メ
ー
ジ

が
、
篁

の
冥
途

通

い
に
関
す

る
伝

承
を
五
条

橋
中
島

に
呼

び
込
ん
だ
と

い
う

こ
と

は
、
確
か

に
あ

っ
た

で
あ
ろ
う
。

さ

ら
に
、
「
五
条
橋

を
渡

れ
ば

、
東

に
墓
所

と

し
て

の
鳥

辺
野
を
控

え
る
と

い
う
地
域

的
な

環
境

か
ら
し

て
も
、
川
中

の
こ
の
地

ほ
ど
冥
界

へ
の
入

り

口
に
ふ
さ
わ

し

い
地

は
な

か

つ

た

」

(
下
坂

論
文

)

で
あ

ろ
う
。

 

な

お
、
『
花
洛

名
勝

図
会
』

の
引

用
本

文
は
、
勧

進
帳

の
実
線

部

「魂

神
還
幽
途

脱
置
沓

於
此
所
」

の
う
ち

の

「
幽
途

」

に
送

り
仮

名

「
ヨ
リ
」
を

付

し

て

い
て
、
下
坂

論

文
も

「
小
野
篁

が
冥

土
か

ら
帰

っ
て
き

た
」

「
小
野
篁

の
冥
土

か
ら

の
帰

還
伝
説
」

な
ど

と
す

る
が
、

そ

う
だ
と
す

れ
ば

、
法

城
寺

(あ

る

い
は
中
島
)

は
、

冥
途

と

の
間
を
往

還

し
て

い
た
場
所

と

い
う

の
で
は
な
く
、
嵯

峨

野

の
生

の
六
道
と

同
様
、
冥
途

か
ら

こ
の
世

へ
の

一
方

向
限
定

の
通

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

む  む 
   
    
   
   
   
   
   
   
   
    
   
   
   
   
   
   
   
    
   
   
   
   ひ

路

と
捉

え

ら
れ

て

い
た

こ
と

に
な

ろ
う

か
。

た
だ

し
、

「
幽
途

よ
り
還

る
」
と
読

ん
だ
場
合

、
続

く

「脱

置
沓
於

此

所
」
が
、
魂

神

が

こ
の
世

に
戻

る
に
当

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ぞ 
   
   
   
    
   
   
   
 む

た

っ
て
、
そ

の
入

口
で
沓

を
脱
ぎ

置

い
た
、

と

い
う

こ
と

に
な

る
点

、
少

々
不
自
然

な
よ

う
に
感

じ
ら

れ
る
。

「
幽
途

に
還

る
」

で
あ

つ
て
、

こ
の
世

で

の

沓

を

入

口
に
脱

ぎ
置

い
て
冥
途

と
往

還

し
て

い
た
、
と

い
う

こ
と
か
も

し
れ
な

い
。
先

の
勧
進
帳

と
同
時

に
京
都
国
立
博

物
館

で
展
観

さ
れ

た

『
珍
皇

寺
堂

舎

勧
進

状
』

(応
安

元
年

六
月

日
付

、
掛
幅

一
軸
、
六
道

珍
皇
寺

蔵
)

に
は
、
篁

が

一
方

で
、

「第
三

之
冥
宙
」
と

し
て

「
致
罪
障

之
裁

断
」

し

て

い
た
と

い

う

、
通
常

よ
く
知

ら
れ
た

冥
途
通

い
説
話

を
載

せ
る
が

、
同

じ
く
珍
皇

寺

か
ら
発
信
さ
れ

た
も

の
と
言

う

べ
き
寛
永

二
年

(
一
六

二
五
)

の

『
東

山
珍

皇
寺

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

ハ

 
ノ

ノ

ノ

 
ノテ

ス

ニ

ニ

鐘

銘
』

(『
花
洛

名
勝
図
会

』
所
載
)

に
は
、

「
夫
洛

陽
東
山
珍

皇
寺
者

、
嵯
峨
天
皇

聖
朝
、
小
野
篁

君
佗

界
後
、
其
帰
魂

現
二
此
地

一而
復

二
本
身

↓
故

弘
法
師
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テ

 
 

ヲ

 

ス

 
ト

 

ノ
テ

ヲ

 

ニ

ス

 

 

ト

リ

 

 

 

ス
ト

 
ニ

開
二其
遺
跡
「
而
号
二六
道
司
因
安
二篁
君
於
勝
区

輌号
二
竹
林
大
明
神
↓
従
レ
此
此
地
謂
レ
通
二
徹
干
冥
府

こ

と
見
え
る

(『
珍
皇
寺
参
詣
曼
茶
羅
』
に

「小
野
の

た
か
む
ら
め
い
と

へ
の
御
か
よ

ひ
の
い
け
」
と

「ち
く
り
ん
ち
や
う
し
や

の
宮
」
が
並
ん
で
描
か
れ
、
現
在

の
境
内
に
も
両
方
共
存
す
る

こ
と
、
知
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
篁
を
竹

林
大
明
神
と
し
て
祀

っ
た
と
し
て
い
る
点
、
興
味
深

い
。
篁
と
竹
に

つ
い
て
は
、
小
峯
和
明

「竹
か
ら
生
ま
れ
た
篁
-
欄
外

注
異
聞
」
『
「野
馬
台
詩
」
の
謎

』
〈岩
波
書
店
、
平

15
>
等
参
照
)。

一
見
似

て
い
る
が
、

こ
の
場
合
は
、
『
珍
皇
寺
堂
舎
勧
進
状
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
冥

途
通

い
説
話
で
は
な
く
、
篁
死
後
に
お
け
る
冥
途
か
ら
の
帰
還
説
話
あ
る

い
は
蘇
生
説
話
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
伝
承
が
単
純

で
な
く
、
あ
れ

こ
れ
輻

湊
し
て
い
た
状
況
が
窺
わ
れ
る

よ
う
で
あ
り
、
そ
う
し
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ

つ
つ
、
勧
進
帳
に
見
え
る
右

の
伝
承
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
考
え
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

(本
学
教
授
)
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『
天
竺
往
生
験
記
』
に
関
す
る
二
、
三

の
覚
書


